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巻 頭 言

近年、自然保護を取り巻く人間環境・地球環境が大き
く変貌している。大国による侵略戦争が未だに深刻な環
境と自然の破壊を続けている悲惨さは論外としても、科
学の枠内ですら予測を超える大きな地球環境変動に、生
態系の異変を感ずるのは私だけではないだろう。絶滅の
危機に瀕した種の保護、問題となる種の排除といった種
レベルの対応だけでは立ちゆかないという事は、専門家
でなくてもうすうす感じているのではないだろうか。自
然保護は長期的な見通しと、単に個別の種ではなく、生
態系レベルでの環境全体として、時間的にも空間的にも
広い視野が必要であり、その基礎となる生態学・環境学
のとらえ方から見直すことが必要だろう。

問題はローカルではなく、グローバルであり、現在の我々
を取り巻く世界だけではなく、過去から現在へ、また現
在から未来を見据えた視点が必要だ。

人間社会だけ見ても、かつてフロイト（1939）が「モー
セと一神教」で問うたように、世界のあちこちで勃発す
る戦争ですら一部の大国の論理は未だに一神教的世界観
に立っているようであり、世界のあちこちで問題を引き
起こしている。それと対立するのは言うまでもなく多神
教の立場や見方であり、自然のみならず他民族との共存
も前提とすべきである。神も包摂したギリシャ神話を持ち
出すまでもなく、一神教の世界も、原初的には多神教的
世界観に立っており、日本の基底にある神道の多神教的
世界観に通ずるものがある。

そうした視点から自然保護を取り巻く世界を見直して
みよう。地球は地域ごとに気象・気候は多様であり、そ
れが生物相と生態系の多様性を生み出してきた。それに
初めて科学的な説明を与えようとしたのは19世紀ドイツ
のアレクサンダー・フォン・フンボルトである。さらに、
この多様な生物相がどうして生まれたのか解明し、ひい
ては人間の存在とその由来を進化論としてまとめようと
したのがビーグル号に乗って世界を実地に調査して回った
チャールズ・ダーウインである。

地球上の多様な自然を生み出したのは地表と接する大
気のわずか10㎞ほどの薄い膜のような部分であり、われ
われが日々空を見上げて一喜一憂している天気現象、す
なわち気象である。これまでは30年も気象を見ていれば、
およそ地域の気象特性は把握できた。そこで毎年の気象
現象を30年間測定した平均値（平年値とよぶ）は、その
土地の自然環境の特性を示す「気候」であり、それが生

態系の多様性をもたらすメカニズムはかなり明らかになっ
てきた。例えば、五大陸の全てにおいて、日本のように
大陸東岸中緯度では東風（貿易風）によって海から直接
もたらされる水分によって湿潤多雨林が成立する。他方、
大陸西岸では大陸の上を吹送してきた乾いた風により、
乾燥した地中海気候やさらに乾燥が強くなれば砂漠が分
布する。こうした生態系の特性は大気候データを用いた
ケッペンやワルターの気候図などによって、その世界分布
と環境条件との関係を平均大陸のようなモデルとして示
すことが出来る（Dansereau 1957）。

地球上の大気候と成立する生態系分布をみれば、多雨
による水害は大陸東岸、山火事は暑い夏に乾燥しがちな
大陸西岸の地中海気候下で頻発することが示される。そ
れが地球全体としてみた大生態系の特性であり、各生態
系に特徴的な自然災害の姿でもある。最近は、その特性
が極端に強く現れたり、予想もつかない気象異変が起こ
り、乾燥するはずのスペイン・フランスでも大水害が起こり、
生物相だけでなく人々の生活を壊滅させる大災害となる。
気候現象のエネルギー源は太陽であり、地球温暖化がもた
らす影響が大きい。米国の現職大統領は科学者のフェイク・
ニュースだと取り合わず、温暖化防止のためのパリ協定か
らも脱退してしまった。ほどなくして米国西部の地中海
気候のロスアンジェルスが山火事から発する大火に見舞わ
れて、大惨事を引き起こしたのは人命軽視としか言いよ
うがない。地球環境とそのメカニズムについての科学的理
解と対策はおろそかにすべきではない。

世界の地中海気候地域では、植物は食害回避のために
揮発性精油成分を多く含むので、これが火事をひき起こ
す。特に地中海からヒマラヤ山脈南麓を経て雲南省を含む
中国南部から、東端ベトナムは最も発火しやすいマツ類高
木林の山火極相林地帯である。ネパール、ブータンなどヒ
マラヤ南麓部は年中行事のように春の、乾季の終わりに
なると、あちこちから山火事の煙が立ち込めている。春
先にブータンの首都ティンプーを訪ねた時には、まだ若い
第5代国王が先頭に立って、森林火災の消火隊を率いてい
た。私の親しい研究仲間のブータン政府森林官は分厚い、
防火服に身を包み、ガスマスクまで着けて、ホテルに会い
にやって来た。火災に伴う有毒ガスが発生し、山腹には
当然水はなく、消火といっても燃え盛る森林を棒で叩い
て消すしかない過酷な作業である。

地中海から中緯度に沿って西側へ、大西洋を越えたア
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財団創立者の岡本和子様は2019年11月、岡本寛志様は
2023年11月と相次いで逝去されました。お二人は登山と
花が大好きで、世界中の山や花を訪ね歩いてこられました。
特にオーストリア・アルプスのチロル地方は、毎年のよう
に訪れ、花や山々の写真を撮りためて来られました。寛
志様はご自身の写真をもとに大変美しい写真集を出版さ
れました（岡本寛志 2004）「チロル讃歌」。さらに御夫妻は、
チロル地方独特の山小屋を現地の大工を箱根に呼び寄せ
て、山中に4棟のチロル・ベルクハウスを再現させました。
ご夫妻に招待されて私達も泊めさせて頂いたことがあり
ます。

和子様の旅行好きは趣味の域を超えて、お知り合いの
ツアー・マネージメントまでなさっており、とうとうサイ
クル・ツアー渋谷営業所を開設されました。私も現役時代、
海外学術調査などの面倒な旅行手配は和子様のサイクルツ
アーにお願いしていました。カナリー諸島の学術調査でも
手配をお願いし、それがご縁で「いつか案内してください」
と何度もおっしゃっていましたが、私の現役当時は時間が
取れず、お約束を果たせませんでした。高山のある島は
とくにお好きで、インド洋の仏領レユニオン島ではご一緒
して沢山の珍しい植物を見て歩きました。私は妻と友人
たちも誘ってご一緒しましたが、夜中に宿の部屋に泥棒
が入って警察沙汰になる珍しい経験もしました。高山帯

では激しい雷雨の中、和子様はトレードマークの折り畳み
傘しかお持ちでなく、私の雨具をお貸ししましたが、び
しょぬれになって山頂の無人避難小屋で着替えをしました。

財団のニュースレターも発刊当時（1994年3月～）は和
子様が編集を担当され、和子様の手書きの著者のヘッドシ
ョット（本誌の裏表紙に掲載）やスケッチが入り、手造り
感溢れ、微笑ましくも楽しい「PNニュース」でした。編
集後記など文章の端々に和子様の自然保護への強く、温
かいまなざしがありました。

京大芦生演習林はシカ柵設置をはじめ、何度かPN助成
をしたので、現地を見たいと、お仲間と一緒に京都市内、
美山町から芦生までご一緒して、茅葺屋根の民家の中に
藍壺がある珍しい様子を観察したり楽しい旅でした。秩
父両神山は、自然保護のため寛志様がお買上げになられ、
渋谷の事務所にもつつじの花の時期の写真が飾ってあり
ました。シカ食害の現状は酷く、林床植生を失った斜面
は崩落も始まっていて寛志様がシカ問題を心配されてい
る原点を見た思いがしました。山麓のこんにゃく製造販
売所はおなじみで、珍しいこんにゃく料理を一緒にごち
そうになったこともありました。まだまだ一緒に旅をし
たいと思っていましたが、そのうち天国の花園で自然保
護を語らいながら旅の続きをさせて頂きたいと楽しみに
しています。� （理事長　大澤雅彦）

メリカ大陸ではカリブ海を取り巻く亜熱帯乾燥帯も山火極
相のダイオウマツなどのマツ林生態系である。

赤道を挟んだ南半球でも同じで、ほぼ同緯度にあるオ
ーストラリア、ニュージーランドや南アフリカ先端のケー
プの地中海気候地域でも燃え盛る精油成分を含む枝葉が
谷を越えて対岸に火の玉となって飛んで火災が拡がる恐
怖を現地エクスカーションの折に話してくれた。

南半球には自然のマツ類は分布しないので、この山火
極相に代わるのはユーカリ林だ。コアラの唯一の食物でも
あるユーカリの葉は精油成分が多く大気中のCO2の増加に
よって葉のタンニンが増え、エサ質としては悪化している。
オーストラリアの大規模山火事で逃げ惑うコアラの映像は、
もとはと言えば人類が引き起こしているのであり、世界
の紛争地で戦火に逃げ惑う子供と同様、痛々しかった。

この山火極相は暖温帯から亜熱帯にまたがる日本でも
例外ではない。とくに春先のフェーン風は瀬戸内や東北地
方日本海側などのマツ林地帯で大火をもたらす。その上、
大陸辺縁の沈み込み帯に沿う弧状列島の日本では南海ト
ラフ地震に伴う津波や火災で数十万人もの命が失われる
と想定されている。

こうした地球レベルの生態系の成立とその多様性は、
五大陸すべての東岸・西岸を通じてみられ、生物相、生

態系のみならず、典型的にみられる赤土と青空、白壁の
家の地中海風景のように人間社会にまで共通する収斂進
化の典型である。米国生態学会は1965年に始まった国際
生物学事業計画（IBP）で、この収斂進化の研究を取り上
げ、大きな成果を上げた。地球生命体（ガイア）の不思
議を理解する上で大きな重要性を持っている。第2次世界
大戦へ向かおうとする世界への遺書とも言われる前掲し
たフロイトの「モーセと一神教」は、当時の先進国と発展
途上国との対立や宗教にともなう民族移動、またそれに
よって引き起こされる領土を失ったディアスポラの誕生と
いう今日に通ずる問題の根深さを考えさせる。そんな中、
この北米版国際生物学事業計画（US-IBP）の成果は、世
界の人間を含めた生態系多様性が科学的に探究するに値
する気候―地形―生態系のシステムから成り立っているこ
とを明らかにした。その後、ICSU（1986）の国際地球圏
―生物圏事業計画（IGBP）へと発展し、1992年の画期的
なリオサミット（UNCED）を経て、国連ミレニアム生態
系評価（MA 2005）へと引き継がれている。現在、世界
的に取り組まれているSDG運動やMAがめざした人類の
福祉（Well-being）という目標への国際協力による自然―
人間社会一体としての科学的取り組みへの期待は、グロ
ーバル時代の将来への希望を感じさせてくれる。
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本財団では動物、植物、生態系など自然保護上で重要な多様なテーマについて助成を行ってきました。そうした
中でもシカ問題は特別の意味があります。というのは、かつては特殊な場所での例外的な現象と思われていたシカ
による植生への影響が、1990年代以降、全国的にシカの増加が進んだために至る所で起きる問題になり、しかも
その影響が深刻である場合も少なくない状況になってきたからです。そこで、PNニュースでシカ問題を取り上げ
ることが必要だと考え、特集を組むことにしました。

シカ問題といっても広範に及ぶので、網羅的にカバーすることはせず、できるだけ異なる立場からの執筆者に
絞ることにしました。私は1970年代の、まだシカ問題が始まる前からシカと植生の関係をテーマにしてきたので、
シカの影響についての全体的な紹介を書くことにしました。このほか以下の3人の方に執筆をお願いしました。

一人は福島慶太郎氏で、京都大学の芦生研究林での研究事例です。シカは草食獣ですから植物に影響を及ぼし
ますが、その影響が思わぬところまで及ぶことは私が紹介します。ただ、京都大学の芦生研究林での研究はその
影響が水生動物にまで及ぶという驚くべき事実を解明しました。これは世界的にも稀なことで、これを紹介して
もらいます。次は前迫ゆり氏で、植生学会でシカ問題のリーダーを務めておられ、ご自身では奈良の春日山の常緑
広葉樹林とシカの問題に取り組んでおられます。これは一般のシカと植物の関係、いわば生物学的な問題だけにと
どまらず、観光地特有の人問社会との問題の要素が大きい問題なので、その難しさなどを紹介いただくことにし
ました。もう一人は田村淳氏で、大学の研究者ではなく、県職員の立場からの見解を紹介してもらうことにしま
した。神奈川県の丹沢はいわゆるシカ問題が全国で最初に問題となった場所であり、その対策をとってきたパイオ
ニアの県でもあります。にもかかわらず問題の解決は容易ではないことを紹介してもらいます。

シカ関連の話題はこれでカバーできるものではありませんが、この特集を読むことで、シカ問題というのがどの
ようなことなのかを把握し、その難しさ、深刻さの理解の一助になるものと確信しています。都市生活者が多数
になった現在、シカ問題といってもそれを実感することは難しいことですが、何が起きているかを知らないでは
実感はできません。その意味で、本特集でシカ問題のことを知り、少しでも身近な問題として捉える契機にして
いただければ幸いです。

� （副理事長　高槻成紀）

はじめに
ニホンジカ（Cervus nippon、以下シカ）の個体

数密度の上昇は、いまや全国の森林域に拡大し、
各地で個体数の抑制策が進められているにもかか

わらず、いまだ収束の気配が見られない。過剰採
食に伴う森林下層植生の衰退も年々深刻化してお
り、国立公園や国定公園にある比較的自然度の高
い天然林では、生物多様性の低下や希少種の局所
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絶滅の危険性が増している。また人工林において
も、伐採後の植林地で苗木がシカの採食被害に遭
って枯死してしまう状態も各地で見られるように
なってきた。食害被害を防ぐためにスポット的な
防鹿柵の設置が進められているが、被害拡大に追
い付かず、また広域的な防鹿柵は設置・維持が困
難であり、対策が十分にできていないのが現状で
ある。

さて、我が国の面積の7割を占める森林には、
生物多様性を保全する機能や、木材資源を供給す
る機能だけではなく、地球環境を保全する機能、
土砂災害を防止し土壌を保全する機能、水源を涵
養し渓流水質を良好に保つ機能、文化的な価値の
ある景観や用材を提供する機能、健康の増進やレ
クリエーションの場を提供する機能、快適な環境
を形成する機能、といった8つの多面的機能を有
することが知られている（林野庁 2014）。これら
の機能は、木1本で発揮できるものではなく、複
雑な階層性を持った多様な植物群落と、動物や昆
虫、大気・土壌・岩石・渓流などから構成される、
森林生態系という生物・非生物間の相互作用系の
存在があって発揮されるものである。シカもその
構成要素の一部であり、多面的機能の発揮に一役
買っていたはずであるが、シカ個体数が過剰にな
り、過剰採食によって下層植生の衰退・喪失が頻
発するようになった。これにより、下層植生が担
っていた森林の多面的機能の低下が懸念される。
では、下層植生が失われると、森林生態系にどの
ような影響が出るのだろうか。これまでは下層植
生の種組成の変化、表層土壌の物理化学性、他の
野生動物や昆虫への影響などが明らかにされて
きた（湯本・松田 2006； Takatsuki 2009； Ohira 
et al. 2022など）。しかし、シカの影響はそれだ
けにとどまらないことが明らかになってきた。京
都府北部にある京都大学フィールド科学教育研究
センター・芦生研究林では、その影響が森林の渓
流水質や渓流に生息にまで及ぶことが初めて明ら
かにされた（福島ほか 2014； Nakagawa 2019； 
Sakai et al. 2022）。本稿では、その研究成果の一
部を紹介する。

ABCプロジェクトの調査研究活動
京都大学芦生研究林は、関西地方最大級の規

模を誇るブナ林が原生的な状態で保存されてお
り、尾根には日本海側多雪地に適応したスギの
変種・アシウスギ、斜面中腹にはミズナラ、斜面
下部にはブナ、沢沿いにはサワグルミやトチノキ
の大木が見られる針広混交天然林である。2000
年代に入ってシカによる採食圧が急激に高まり、
下層を覆っていたチマキザサやハイイヌガヤ、ス
スキが衰退し始めた。そこで2006年に芦生生物
相保全プロジェクト（ABC project）が立ち上が
り、13haの集水域全体を防鹿柵で囲って植物の
多様性を保全する活動がスタートした（井上ほか 
2008）。この「2006年柵」に加え、隣接した防鹿
柵を設置しない19haの対照集水域（「柵なし」）、
さらに最初の柵設置から11年経過した2017年に
新たに16ha全体を防鹿柵で囲った集水域（「2017
年柵」）の3集水域を対象に、下層植生の植物相
や渓流水質のモニタリングを行っている。3集水
域を調査することで、防鹿柵設置後の下層植生の
回復の様子と、それに伴う渓流水質が比較でき、
防鹿柵の設置年の違いが回復速度に与える影響に
ついても検討することができる。

森林の渓流水質
一般に、森林生態系から流出する渓流水には、

土砂や落葉の断片など粒子状の物質の他に、目に
は見えない溶けた状態の物質が存在している。土
壌中の鉱物や地下の岩石から風化して溶け出る、
いわゆるミネラル成分に該当するナトリウムイオ
ン（Na＋）、カルシウムイオン（Ca2＋）、ケイ素（Si）
等の濃度は、集水域の地質や地形と密接に関係す
る。それに対し、生物にとって重要な栄養分であ
る窒素（N）成分のうち、水に溶けて渓流へと流
出しやすい硝酸イオン（NO3

-）の濃度は、植物の
窒素吸収量や土壌微生物による有機物の分解速度
といった植物と土壌の間で行われる窒素循環プロ
セスに規定される。また、NO3

-は河川や湖沼、沿
岸域など水域に生息する藻類や植物プランクトン
の栄養分としても重要であり、過剰な流出は特定
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の藻類や植物プランクトンの異常繁殖を招いて水
域生態系の富栄養化の一因となりうる。森林生態
系では、上述の植物-土壌間の窒素循環が極めて
閉鎖的であり、渓流水への流出が少ないため、そ
の観点からも森林の水質浄化機能が評価されてい
る（福島 2012）。

集水域末端部における渓流水中のNO3
- 濃度は、

2006年柵において設置後約8年で緩やかに低下し、
その後はほぼ一定になった（図1）。それに対し
て、柵なしでは2006年からNO3

- 濃度は一定で推
移し、2014年以降になると低下する傾向が見ら
れた。2017年柵では、柵なしの値とほぼ等しく、
2006年柵より高濃度であった。Na＋やSiといっ
た岩石由来のミネラル成分については3集水域と
も期間中ほぼ同じ濃度で推移しており、下層植生
の変化に応答を示している物質はNO3

- であるこ
とが分かった（福島ほか 2014； 2020）。

そこで下層植生の被度と年間の平均NO3
- 濃度

の関係を見ると、2006年柵では2006年から2014
年までNO3

- 濃度が年々低下するとともに下層植
生が大幅に回復した（図1、図2）。しかしながら

2015年以降では植生被度が低下傾向を示したも
のの、NO3

-濃度は低い状態を維持していた（図1）。
これは、柵内でシカの影響がなくなり下層植生が
回復したが、10年ほど経過すると背丈の高い植
物種が増え、地表付近に小型で密生する生活型の
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図1　�2006年・2017年柵集水域と柵なし集水域における渓流
水のNO3

- 濃度の年平均（上）および渓流沿いの下層植
生の被度（下）の推移（福島ほか 2014； 2020； 阪口・
福島　未発表データ）

図2　�調査地の景観（2017年5月撮影）。柵なし集水域におい
て裸地化が進んでいる様子（A）と不嗜好性植物が増加
している様子（B）、および2006年柵集水域で多様な下
層植生が回復した様子（C、福島ほか 2020）。



植物種を覆うようになってこれらの植物が減少し
たことで被度が低下し、一方でバイオマスや窒素
吸収量が減少しなかったことが、NO3

- 濃度の再
上昇に至らなかった一因であると考えられる。

一方で柵なし集水域においては、2010年頃か
ら徐々に下層植生の被度が上昇し始め、 NO3

-濃度
も2013年から数年間で徐々に低下したことが分
かる（図1）。これはシカの過剰採食により裸地
が広がっていた柵なし集水域内で、イワヒメワラ
ビ、コバノイシカグマ、テツカエデといったシカ
の不嗜好性植物が拡大してきたことに起因してい
た（図1、図2）。つまり、種を問わず下層植生の
被度さえ上昇すれば、植生の窒素吸収・保持能力
が回復し、渓流へのNO3

- 流出が低減するものと
考えられる。

また、2017年柵では、2006年柵のように柵設
置後から数年間に見られた下層植生の回復とNO3

-

濃度の低下が検出できず、柵なしとほぼ同じ状況
が続いていた（図1）。このことは、シカによっ
て下層植生の衰退した状態が長期間継続してしま
うと、防鹿柵を設置しても植生や水質の回復が大
幅に遅れることを示唆している。

下層植生の衰退と水圏生態系との関係
下層植生の衰退は渓流水中のNO3

- 濃度の上昇
にとどまらない。ABCプロジェクトでは、芦生
研究林の2006年柵集水域と柵なし集水域の渓流

水を対象に、水生底生動物と河床構造についての
調査を行った（境 2013）。柵なしの一次谷渓流で
は河床に占める細粒土砂の割合が多く、底生動物
は河床に堆積した細粒土砂に潜って生活する掘潜
型をとるものが多く占有していた。これに対して、
2006年柵の一次谷渓流では、柵なしに比べて匍
匐型が多く、掘潜型が少なかった（図3）。これは、
シカによる下層植生の衰退が河床構造の細粒土砂
割合を上昇させ、匍匐型よりも掘潜型の生活型を
もつ水生生物相が優占するようになったことを示
している。Sakai et al.（2012）では、月別の水生
底生動物の種組成や多様性についても詳細に解析
を行い、河床構造の変化によって底生動物の多様
性が低下したことを報告している。

河床構造の違いを検証するために、降雨時に
渓流水を流下する細粒土砂量を測定したところ、
連続雨量が50 mm未満の小規模な降雨出水に比
べ、50 mmを越えるような大規模な降雨出水時
には2006年柵よりも柵なしで細粒土砂濃度が高
かった（図4）。濃度が高い時には渓流流量も増
水しているため、柵なしでは大規模出水時に多量
の細粒土砂が流出することが分かった。これらの
結果は、下層植生の衰退が、豪雨時に森林斜面か
ら渓流へ細粒土砂の流出増加を招き、河床構造が
細粒土砂に覆われることで水生底生動物群集に
まで影響が及ぶことを意味している（Sakai et al. 
2022）。
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図3　�2010年に実施した柵なしと2006年柵の1次谷渓流における底生無脊椎動物調査の組成（％）。4つ生活型の割合を示した。掘潜型：
細粒土砂に潜って生活する、固着型：河床や有機物に張り付いて生活する、匍匐型：河床や有機物の表面を這って生活・移動する、
遊泳型：水中を遊泳して生活・移動する。＋・－は柵内外で有意な差が認められたことを示す（カイ2乗検定、福島ほか 2011
を改変； Sakai et al. 2012）。



また、調査対象のスケールや方法が異なるが、
ABCプロジェクトが対象としていた集水域より下
流の4次谷河川（由良川）において、Nakagawa

（2019）は、シカによる下層植生の衰退が深刻化
する以前の2007年から10年以上に渡り河床構造
と魚類相を調査している。その結果、10年の間
に河床構造が徐々に細粒化し、カマツカなど砂や
砂礫が多く浅い場所を好む魚類の個体数が増加
し、ウグイなどの大礫・巨礫が多く水深の深い場
所を好む魚類の個体数が減少していることが示さ
れた。このように、森林源流域で起こる下層植生
の衰退が、下流域の魚類相にも影響を与えること
が明らかとなった（Nakagawa 2019； Sakai et al. 
2022）。

まとめ
ABCプロジェクトでは、防鹿柵設置による下層

植生の回復過程と、柵外で衰退した状態を、集水
域を単位として下層植生から渓流までを対象に、
現在も長期観測を続けている。これにより、シカ
による下層植生の過剰採食が植物の多様性の低下
にとどまらず、渓流水質や河床構造の変化を通し
て、水生底生動物や魚類の多様性にまで影響が及
んでいることが明らかとなった。ABCプロジェ
クトは、芦生研究林を舞台に今後も引き続き多角
的に調査を継続し、シカによる下層植生の衰退に
起因した森林生態系機能の低下を明らかにし、そ
の対策方法を検討していく予定である。

ABCプロジェクトの活動の一部は、プロ・ナト
ゥーラ・ファンド助成（第19期・第21期・第28
期特定）、京都府の生態系維持回復事業、京都大
学芦生研究林のご支援とご協力をいただいて実施
しています。ここに記して篤く感謝申し上げます。
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奈良のシカと人
日本の自然を考えるとき、今や過密度シカ個体

群は無視できない生態系のリスク要因となってい
る。これはこの数十年の傾向だが、奈良公園一帯
では万葉の時代からシカが多く生息してきた。奈
良のシカは歴史的・文化的存在として人と調和的
に暮らしてきたといえるが、その一方、農業被
害において人とシカは長い闘いを繰り返してきた

（渡辺 2001）。
奈良のシカの保護は「鹿島明神は白鹿にまたが

って春日山に入山された」という春日大社の古文
書（768年）に則って、神鹿にはじまる。戦後、
数十頭に激減したシカの個体数回復も見据えて、

「古来、神鹿として愛護されて来たものであって、
春日大社境内・奈良公園およびその周辺に群棲す
る。苑地に群れ遊んで人の与える餌をもとめる様
は、奈良の風光のなごやかな点景をなしている。

よく馴致され、都市の近くでもその生態を観察す
ることができる野生生物の群落として類の少いも
のである」ことを事由（文化庁国指定文化財デー
タベースhttps://kunishitei.bunka.go.jp/heritage/
detail/401/3133；奈良県教育委員会 1974）とし
て、1957年に「奈良のシカ」は国の天然記念物
に指定された。（財）奈良の鹿愛護会の資料によ
ると、天然記念物指定当時のシカの個体数はおよ
そ500頭、以来、順調に増加し、1960年代半ばに
は1000頭を超えた（図1）。積極的に保護された
とはいえ、シカの増加率の速さに驚かされる。そ
の後は頭打ちとなって1000-1400頭の範囲で増減
している。2020年から数年間，減少しているが、
これは観光客の減少によってシカが奈良公園にあ
まりいなくなったためと思われる。シカのおじぎ
行動回数はコロナ禍前は平均10.2回だったが、コ
ロナ禍の時は6.4回まで減った（科学技術振興機
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図1　戦前および1954年から2024年までのシカの個体数変化（財・奈良の鹿愛護会の資料を編集）

奈良佐保短期大学 教授・副学長

前迫ゆり

都市域に生息する 
文化的地域資源のシカと森の共生は可能か

特集：シカと生態系　～自然保護のためにいまできること～
寄稿
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構サイエンスポータル：https://scienceportal.jst.
go.jp/gateway/clip/20230524_g01/）。

さて、1000年以上にわたって春日大社を含む奈
良公園一帯に生息してきた奈良のシカと人との関
わりは、江戸時代の鹿垣の分布（丹・渡辺 2004）
からも読み取ることができる。森のシカが旧奈良
市街地や農業地域に移動しないようにはりめぐら
された鹿垣は、奈良のシカの遺伝構造にも影響を
与えたかもしれない。

2023年春に奈良のシカの遺伝構造に関するト
ピックスがニュースとなった。奈良公園のシカの
遺伝子解析を行った結果、紀伊半島のシカの遺伝
的多様性から3つの異なる遺伝的グループが区別
されたが、現在、保護区とされる奈良公園に生
息する個体は、ほかの2グループとは異なる孤立
遺伝グループであり、その分岐年代はおよそ1400
年前であることが明らかにされた（Takagi et al. 
2023）。これは、神鹿として春日大社がシカを保
護した時期とほぼ一致する。すなわち人が「奈良
のシカ」を野生群と千年以上にわたって隔離する
ことで遺伝的変異を保存したと考えられる。

コロナ以後、インバウンドの波が回復し、奈良
公園は年中、人とシカで賑わっており（図2）、
時折、シカに対する観光客のマナー違反がニュー
スとなる。奈良のシカは馴致しているが、紛れも
なく野生動物である。渡辺（2017）は、それまで
奈良のシカの管理団体はなかったが、奈良県、奈
良市、春日大社の三者によって「天然記念物『奈

良のシカ』に関する協定書」が締結（2013年）さ
れ、「奈良公園基本戦略」（2012年）に位置づけ
られたことを評価している。その後、「奈良のシ
カ保護管理計画検討委員会（奈良県、2013年設
置）」が発足し、保護区（奈良公園およびその周
辺でシカの保護が重点的に行われている地域）、
緩衝区（保護区と管理区の間でシカの保護をしな
がらも、柔軟な対応を行う地域）、管理区（緩衝
区の外側で、農業被害などの状況によってはシ
カの駆除を行える地域）のゾーニングによってシ
カの保護管理がなされている（奈良県 2022）。し
かし奈良のシカは多くの課題を抱えており、草原
と森林からなる生態系における野生動物としての
シカの統合的管理には未解決の問題が残されてい
る。

奈良のシカと地域生態系
鶯塚古墳を含む若草山（標高342m）の草地と

特別天然記念物春日山原始林（標高496m、以後、
春日山）からなる景観と生態系は地域固有性に溢
れ、奈良のシカとともに貴重な文化的地域資源で
ある（図3）。しかしこの地域生態系がバランスよ
く維持されているかといえば、残念ながらそうで
はない。

春日山原始林内のシカ密度は一定ではなく、森
林群落や地理的条件によって異なる。シカ密度
が高い森林群落ではおよそ80頭/km2 にのぼる

（前迫ほか 2018）。これは奈良公園の草地の密度
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図2　�都市域の奈良公園の人とシカの賑わい（2025年4月）。
黄色の矢印はシカ。

。（2024 年 5 月）

図3　�春日山原始林（黄色く見えるのはコジイの雄花）と若草
山で草を食むシカ（矢印）（2024年5月）



のおよそ1/10であるが、それでもきわめて高密
度である。春日山で高さ1.3m以上を対象に毎木
調査をしたところ、断面積合計ではコジイ、ツ
クバネガシ、アカガシなどのシイ・カシ類が上位
を占めたが、幹数ではイヌガシ、シキミ、アセ
ビ、ナギといった不嗜好植物が上位を占め、広域
の組成・林分構造からもシカの影響は顕著だっ
た（Watanabe et al. 2024、前迫 2025）。林床に
は不嗜好植物のシキミ、イヌガシ、コバノイシカ
グマが生育する程度であり、種数・植被率ともに
きわめて低い。また森林にはシイ・カシ類の稚樹
はほとんどみられないなど、シカの採食によって
森林更新や生物多様性の劣化が生じている（前迫 
2013、2015、2022）。その一方で、シカは樹上の
フウランなど、シカの口が届かないところに生育
するラン科着生植物の存在はこの森の豊かさを示
している（前迫 2023）。

シバ草地はシカの採食によって維持されている
が、若草山では不嗜好植物の外来種ナンキンハゼ
がパッチ上に拡散している。また、かつてはほと
んど採食されなかったイラクサやイズセンリョウ
は近年採食されるようになり、減少している。秋
にはシダ植物（イワヒメワラビ、オオキジノオなど）
が採食されるなど（図4）、生物多様性の劣化は
在来種の不嗜好植物においても進行している。

森に生息するシカの食性
奈良公園のシバ草地（図5）では、約900頭/

km2という高密度でシカが生息する（立澤・藤田 
2001）。奈良公園を代表する景観はこのシバで草
を食むシカの姿だが、実際このシカたちにとっ
てシバは重要な食糧源となっている（高槻・朝日 
1977）。ただし、奈良公園のシカには、シバ草地
に隣接する森林のシカも含まれる。その森林のシ
カは何を食べているのだろうか。

春日山におけるシカの食性について先行研究が
なかったことから、共同研究の機会を得て、糞の
食性解析を行った（高槻・前迫、2024）。その結
果、森林においては、いずれの季節においてもシ
バは2％にも満たず、比率が高かったのは繊維（樹
皮、枝など由来）であった（図6）。この結果は、
森林にいるシカは隣接するシバ草地のシバではな
く、森に生育する植物を餌資源としていることを
示唆する。シカは林床の葉を探しながら食べるが、
葉が乏しいために、枝なども一緒に食べたと推察
された。春日山に隣接する若草山に豊富なシバや
ススキがあることを考えると意外感があった。こ
の点に関してはシカの行動圏利用の特性の理解が
必要である。

シカは植生を劣化させている
2018-19年度プロ・ナトゥーラ・ファンドの研究

助成を受けて、日本の植生におけるシカの影響に
関するアンケート調査を行った。その結果、メッ
シュ区分した面積のおよそ60％がシカの影響を受
けていた（前迫ほか 2020）。この数値は10年前
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図4　不嗜好植物オオキジノオを採食するシカ（2024年10月）

a b a

図5　�春日山（a）と御蓋山（b）の麓の飛火野でシバを食む
シカ（2025年4月）



の調査（植生学会企画委員会 2011）よりおよそ
10％増加している。特に太平洋側でシカの影響は
顕著であるが、東北地方の日本海側でもシカによ
る影響が進行している（前迫ほか 2020）。

図1に示した奈良のシカの個体数は、春日山を
含む奈良公園全域を対象にしたものである。森林
での個体数変化は不明であるが、シカによる森林
への影響は続いている。例えば、室町時代に春日
大社に献木され、春日大社境内の御蓋山に植栽さ
れた常緑針葉樹の国内外来種ナギは、数百年かけ
て種子が春の季節風によって拡散し、春日山の
イチイガシ林をナギ林に置き換えた（Maesako et 
al. 2007、前迫 2022）。これはシカがシイ・カシ類
を採食し、不嗜好植物のナギを採食しなかったこ
とによる。ナギはシイ・カシ類の樹齢を上回る常
緑針葉樹であることから、シカの影響によって森
林の不可逆的変化が起こったといえるだろう。

また1928年頃に公園に植栽された不嗜好植物
外来種ナンキンハゼは、100年を待たずに春日山
のギャップに侵入し、群落を形成するようになっ
た（Maesako et al. 2007、前迫 2022）。これはギ
ャップに定着するはずの先駆種カラスザンショウ
がシカに採食され、ナンキンハゼが定着し、ギャ
ップを埋めることとなったためである。このよう
に、過密度状態にあるシカは、不嗜好植物である
2種の外来種の定着を可能にし、照葉樹林の構造
を大きく変化させた。

森とシカの保全の課題
春日山原始林の保全は、「春日山原始林保全計

画検討委員会（奈良県、2013年設置）」で長年、
議論されている。委員会を経てシカ柵（植生保護
柵）は設置されたが、シカを含めた議論はなされ
ていない。筆者はシカ検討委員会との合同会議が
必要であると発言しているが、いまだ実現してい
ない。このため残念ながら、春日山原始林の「シ
カと森の共生」は今のところ、スローガンにとど
まっている。

1955年に春日山原始林が国の特別天然記念物
に指定された事由は「春日大神の神山として古来
殆ど斧鉞を加えず、樹木の巨大なもの多く、暖地
の草木の種類の多いばかりでなく、寒地性の種
類を交え、また、ホンゴウソウ、カギカヅラ、ナ
チシダ等の如き亜熱帶性植物もあり、特に都会地
に接してかかる原始林とその特異の林相のよく保
有されていることは稀有のことであって、学術上
の価値が深い。」（文化庁　国指定文化財等データ
ベース　https://kunishitei.bunka.go.jp/heritage/
detail/401/195； 奈良県教育委員会 1974）とあり、
原始林として暖帯性と温帯性からなるフロラの豊
かさが評価された。

筆者がこの森林の研究をスタートさせた2000
年頃、シカの春日山への影響は行政には認識され
ていなかった。そこでシカの影響を評価するため
に、2007年に森林の数カ所にシカ柵を設置した。
これは柵によって、森林がどのように変化するか、
またナンキンハゼやナギを伐採することによって
森林がどのように変化するかの検証実験を行っ
た。シカ柵内のバイオマスは増加し、実生も定着
する傾向を示したが、すべての実験区で変化がみ
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図6　�春日山と若草山におけるシカの糞分析結果のうち、シバと繊維の占有率。年は2023年と2024年（高槻・前迫、2024から作成）。



られたわけではなかった（Maesako et al. 2010； 
前迫 2013、2015）。閉鎖林冠のコジイ林にナギが
侵入している森林群落ではコジイの実生は発生し
たものの、生物多様性の増加には至っていない。
生物多様性の変化には、シカ密度だけでなく、光
条件や森林群落のタイプとも関係している（前迫 
2015）。またシカ柵設置により、森林の生物多様
性を局所的に増加させることは可能であるが、森
林生態系を保全するというレベルでは限界がある

（前迫・高槻 2015）。
さて奈良の地におけるシカと森と人の葛藤は、

1000年以上に及ぶ。江戸時代には柵や木戸をつ
くることでシカから農業被害を回避してきたが、
そうした人の知恵はシカを殺すことなく、シカを
守るためであり、また暮らしを守るためでもあっ
た。しかし、現状では奈良公園およびその周辺の

「保護区」にシカが集中し、近年の観光に沸く奈
良の状況は、奈良のシカが野生動物かペットかわ
からない状況となっている。立澤（2024）は、「天
然記念物奈良のシカは、ニホンジカの最好適環境
を神地とし、その生態を損なわないように森と草
地を守ってきた先人たちの想いの結晶である」と
しながらも、奈良公園のシカが観光のなかでペッ
ト化していることに警鐘を鳴らしている。奈良の
シカ管理の難しさはここにあるといえよう。

シバを食む動物景観としての「天然記念物のシ
カ」と都市域にありながらフロラ多様性を育む「特
別天然記念物の森」の価値を両立するために、両
者の歴史性と文化性を考慮し、シカと森と人とま
ちを含む広域的・統合的管理を考える時期を迎え
ている。

まとめ
低山の森林から高山の草原植生まで、日本の植

生はシカの採食圧によって劣化している。ネイチ
ャーポジティブの言葉を借りるならば、シカによ
る多様性劣化を阻止し、反転させ、劣化した生態
系を回復軌道に乗せるための保全策を講じなけれ
ばならない。文化的・歴史的背景とともに、学術
的にも貴重な森林の危機、そして人が1000年以

上にわたって保護してきた奈良のシカも遺伝的固
有性の危機を迎えている。保護区における奈良の
シカは過密度化が進行し、保護区外からのシカの
侵入によって遺伝的交雑が生じている（Takagi 
et al. 2024）。さらには奈良のシカが単なる観光の
シンボルとしてペット化し、奈良のシカの歴史性
や文化性が損なわれつつある（立澤 2024）。

奈良の地において特別天然記念物の森と天然記
念物のシカの保全は、科学的知見にもとづいて
森林－草地－シカ－人が関与する生態系の統合
的管理計画の策定が必要であり、同時に社会的
合意形成が不可欠である。すなわち「エビデンス
にもとづいた保全evidence-based conservation」

（Sutherland et al. 2004）とサイエンスコミュニケ
ーション（前迫 2025）を通して、地域に応じた
総合的対策を推進する必要がある。
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シカ対策が始まるまでの経緯
神奈川県丹沢山地（最高標高1673m）は首都圏

に位置していながらブナ林やモミ林などの天然林
が残っており、とくにブナ林は標高1000m以上
にまとまって成立している。そのブナ等冷温帯林
では、1980年代からシカによる植生影響が生じた。
ウラジロモミやアオダモの樹皮剥ぎや次世代を担
う樹木稚樹の更新阻害、林床を覆っていたスズダ
ケの退行、オオモミジガサなど多年草の絶滅のお
それである。こうしたシカによる天然林への影
響は全国のなかで最も早かった（依光 2011； 高
槻 2015）。私がシカと植生の研究に関わり始めた
1990年代後半には「丹沢はシカの個体数管理が遅
れた失敗事例だ」と他地域の研究者から言われた
ものである。しかし、その後時間が経過するにつ
れてシカが全国的に増加して影響が出るようにな
り、他地域は丹沢に追いつき追い越せとばかりに
天然林の植生が衰退し続けている現状にある。

丹沢で林床植生の衰退が見られた当初、実はシ
カの影響によるものかどうかはよくわかっていな
かった。それ以外にもブナ枯れなどの問題があり、
1993年から1995年にかけて学識者や大勢の県民、
行政により「丹沢大山自然環境総合調査」が行わ
れ、林床植生の衰退にシカが大きく関与している
こと等が明らかにされた（丹沢大山自然環境総合
調査団 1997）。その結果を受けて、1997年から
神奈川県は衰退の著しいブナ林に緊急措置として
植生保護柵（以下、柵）を設置し始めた（図1）。
それ以降継続して柵を設置、維持管理、補修して
いる。

前述の「丹沢大山自然環境総合調査」では、柵
の設置の提言とともに、ワイルドライフマネージ
メントの導入とその実行が不可欠であると指摘さ
れた。そこで、神奈川県は2003年3月に「シカ保
護管理計画」を策定し、生物多様性の保全を目標
の一つに掲げて、2003年度からシカの個体数管
理に着手した。

本論では、神奈川県が20年以上にわたり柵の
設置とシカの個体数管理という対策を講じてきた
丹沢山地のブナ林の林床植生の現況について述べ
る。

柵による林床植生の保全
1997年からブナ林に設置された初期の柵は一辺

を30 ～ 50mとする矩形であり、破損のリスク分
散のために複数基が連続して設置されていた。近
年は古くなってきた既存の柵を囲むように二重に
柵を設置することもある。2024年3月時点の柵の
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図1　初期に作られた植生保護柵

神奈川県自然環境保全センター研究連携課長
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丹沢ブナ林における神奈川県のシカ対策

特集：シカと生態系　～自然保護のためにいまできること～
寄稿

3



実績は総延長101.1km、総面積81.3haである。こ
の数値は、柵による自然植生の保全が全国的に進
んでいない中で誇ることができるものであるが、
それでも地形的制約があってブナ林の面積の1％
程度に過ぎない。

柵を設置するとそれまでシカの影響を受けて矮
小化したスズダケや樹木稚樹、多年草が成長し、
多年草は開花結実するようになる。スズダケの場
合、シカに採食されて高さ10cm程度に矮小化し
た個体は柵設置後に成長して10年で稈高1m近く
になったところもある。ただし、柵内で回復して
きたスズダケは2012年と2013年の一斉開花によ
り枯死したところが多い。そうしたところでは現
在、種子から発芽したスズダケ実生が成長してい
る。樹木稚樹では、上層の樹種構成と種子の豊凶
を反映して、柵内では多様な樹木の実生が定着、
成長しており、他の植物と競合しながらも次代を
担う後継稚樹群ができている。多年草では、1990
年代に丹沢から絶滅したと思われていたクガイソ
ウが柵内で見つかっている（図2）。クガイソウを
含めて、2006年に発行された県レッドデータブッ
クで絶滅危惧種に指定された多年草の24種が柵
内に生育している（表1）。

このように柵は、林床植生の衰退したブナ林の
保全に有効であり、植物のレフュジア（避難場所）
として機能している。しかしながら、柵を設置す
ればすべての植物が回復するわけではなく、シカ
の影響を長く受けてから柵を設置すると回復しづ
らい多年草がある。その例として、1960年代の

ブナ林の林床に広く見られたオオモミジガサがあ
る。回復しづらい要因はシカの採食影響を長く受
けて地上部だけでなく地下器官までもが枯死した
ことにあると考えられる。

シカの個体数管理による林床植生の保全
神奈川県のシカ保護管理計画では、森林生態系

の基盤である土壌の保全に着目して、ブナ林の成
立する高標高域では林床植被率（地表を覆う植物
の面積割合）が50％を越えることを短期的な目
標として、シカ密度を5頭/km2 未満とすること
を目安に個体数管理を行っている。シカの個体数
管理は、2003年以降、神奈川県猟友会に委託し
て「巻狩り猟」という古来の猟法で、見通しの利
く秋から冬期を中心に行われている。2012年か
らは猟友会への委託に加えて捕獲の専門家を派遣
職員として雇用して、アプローチが悪くて巻狩り
が困難な稜線部で「しのび猟」も行われている。
また2020年からは捕獲の専門業者に委託した「し
のび猟」も行われている。これら3つの捕獲手段
により年々捕獲数は伸びて2024年度は約700頭を
捕獲した。その結果、ブナ林の成立する高標高域
において、2001年に25頭/km2（10か所の中央値）
のシカ密度が2022年度末に10頭/km2（同）にま
で減少した。しかし、目安の5頭/km2 を達成し
たところは少ない。

スズダケが衰退したブナ林でシカ密度が5 ～ 10
頭/km2 に低下したところでは、シカに採食され
ても開花結実できる草本類（本論では採食耐性
種とする）や不嗜好性種が増加してきた場所があ
るものの（図3左）、嗜好性種は増加していない。
一方、同じようにスズダケが衰退したブナ林でシ
カ密度が同程度まで低下しても、採食耐性種をは
じめ林床植生がいっこうに増加しない場所もある

（図3右）。この違いは採食耐性種や不嗜好性種の
種子供給源が近くにあるかどうかによると考えら
れる。

また、稜線部の高茎草本型林床のブナ林では、
柵外ではあってもハルナユキザサなどの絶滅危惧
種が10年ほど前から出現するようになってきた。
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図2　柵内で回復したクガイソウ
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No. 種名 科名 神奈川県RDB2006＊ 確認年

1 エゾフユノハナワラビ ハナヤスリ 新発見＊＊ 2013

2 サトメシダ メシダ 絶滅危惧ⅠA類 2001

3 コシノサトメシダ メシダ 〃 1998

4 タカネサトメシダ メシダ 〃 2001

5 イッポンワラビ イワデンダ 〃 2001

6 ウスゲミヤマシケシダ イワデンダ 新発見＊＊ 2006

7 タチヒメワラビ ヒメシダ 絶滅 2014

8 シラネワラビ オシダ 準絶滅危惧 2001

9 クルマバツクバネソウ シュロソウ 絶滅危惧ⅠA類 2001

10 クルマユリ ユリ 〃 2000

11 エゾスズラン ラン 〃 2012

12 ノビネチドリ ラン 〃 2002

13 オオヤマサギソウ ラン 絶滅危惧Ⅱ類 2001

14 ハルナユキザサ キジカクシ 絶滅危惧ⅠB類 2001

15 タカネコウボウ イネ 絶滅危惧ⅠA類 2013

16 ルイヨウボタン メギ 絶滅 2008

17 レンゲショウマ キンポウゲ 絶滅危惧ⅠB類 2001

18 ミヤマツチトリモチ ツチトリモチ 〃 2014

19 アオベンケイ ベンケイソウ 絶滅危惧ⅠA類 2014

20 オオキヌタソウ アカネ 〃 2002

21 クガイソウ オオバコ 〃 2002

22 アマニュウ セリ 〃 2010

23 ヒカゲミツバ セリ 絶滅危惧ⅠB類 2001

24 オオモミジガサ キク 〃 2001
＊　勝山ほか（2006）による。
＊＊「神奈川県RDB2006」以降に発見されて、県新産となったもの。

表1　植生保護柵内の調査で確認できた絶滅危惧種（2006年の県レッドデータブックによる）

図3　左：林床植生が増加した柵外、右：シカ密度が低下しても変化のない柵外。



ただし出現は柵の周囲に限られ、連年開花結実す
るわけではなく、6 ～ 7月にかけてシカに採食さ
れて地上部が枯れる個体が多い（図4）。そのため、
開花結実前にシカに採食されないよう春から初夏
にかけての捕獲が重要である。

20年以上に及ぶシカの個体数管理からわかって
きたことは、次の3点に集約できる。第一に5頭
/km2 程度の密度に達しなくても一部の植生タイ
プ（高茎草本型林床のブナ林）では林床植被率が
50％を越えるようになったこと、第二にブナ林の
成立する高標高域において5頭/km2 未満の低密
度を達成し維持することは困難なこと、第三にシ
カの影響が高まる1980年代以前のブナ林の種組
成と構造に回復させるのは困難なことである。

今後に向けて
柵の設置と個体数管理のシカ対策を行ってきて

実感することは、個体数管理はシカの密度の低い
うちに、あるいは植生への影響が高まる前に行い、
影響が高まったら柵の設置を優先するという、植
生の状態に応じて手段を使い分けたり、シカ密度
の低いうちから柵の設置と個体数管理を組合せた
りすることが重要ということである。丹沢をはじ
め全国各地では植生が衰退してから個体数管理を
始めており、その成果は前述のとおり採食耐性種

と不嗜好性種の増加までは可能であるが、不可逆
的な段階にまで影響を受けている場合の回復は困
難である。また、個体数管理の場合、植物の回復
効果を上げるためには、冬期中心の捕獲から植物
成長期の春から夏への捕獲も試してみる価値はあ
るだろう。柵については、現在の柵内のレフュジ
アを維持しつつ柵内に生育する脆弱な種個体群の
移動分散を促進するために、周辺に新たに柵を設
置してレフュジアを拡大することも必要であろう。
いずれにしても柵内外で植生をモニタリングして
いくことが大前提になる。首都圏に残る貴重なブ
ナ林の植生回復のためにやるべきことは残されて
いる。

引用文献
勝山 輝男，田中 徳久，木場 英久，神奈川県植物誌

調査会（2006）維管束植物．（高桑 正敏，勝山 
輝男，木場 英久 編）神奈川県レッドデータ生物
調査報告書2006，37-130．神奈川県立生命の星・
地球博物館，小田原

高槻 成紀（2015）シカ学事始め．（前迫 ゆり・高槻 
成紀 編）シカの脅威と森の未来，9-16．文一総
合出版，東京

丹沢大山自然環境総合調査団（1997）調査のまとめ
と自然環境保全のための提言．（丹沢大山自然環
境総合調査団 編）丹沢大山自然環境総合調査報
告書，1-11．神奈川県，横浜

依光 良三（編）（2011）シカと日本の森林．築地書館，
東京
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1995年神奈川県に入庁して、三浦半島で治山工事を担当。1998年から2018年度まで研究職としてブナ林の再生
や希少植物の保全、人工林の生物多様性に関する研究に従事。その後自然再生企画やシカ管理に携わり、2025年
度から現職。

著者紹介

図4　左：ハルナユキザサ（2024年5月）、右：同じ個体（同6月）。葉が採食されて茎が枯れかかっている。



昨今、クマ問題が深刻になっている。クマの被
害問題はこれまでにもあったが、多くは山中で山
菜を探しているときに起きる事故であった。それ
が里山のみならず、市街地でも起きるようになっ
た。一体何が起きているのであろうか。大きく言
えば、奥山の動物であったクマが人の生活空間に
入り込むようになったということである。このこ
とは今後、拡大する可能性が大きい。

クマ問題は重大だが、小論の結論を先取りする
と、実はクマ問題以上に深刻なのがシカ問題であ
る。クマ問題が深刻であり、死亡事故を含め人身
事故が起きているのだから、クマほど深刻な問題
はないように思われる。クマ事故は確かに深刻で
あり、事故を抑制しなければならないことは言う
までもないことである。しかしクマによる事故は
発生頻度で言えば交通事故や自殺に比べれば数的
にはものの数でないほど低頻度である。従って、
クマ事故はピンポイントに解決すべきことである
が、シカ問題は、殺傷事故はごく少ないものの、
発生する面積や深刻度で言えばクマ問題が問題に
ならないほど大きく、国土問題というべき深刻さ
に達しているのである。以下にそのことを説明し
たい。

シカによる群落への影響
日本にはニホンジカというシカがいて、北海道

のエゾシカ、屋久島のヤクシカなどの亜種がいる
が種としては1種である。ホンシュウジカは体重
がオスで80kg、メスで50 kgほどの大型獣である。
それだけに植物の葉を1日40 kg（生重量）ほど

も食べる。このため、植物は影響を受ける。た
だ、その影響は複雑で、食べられてそのまま消失
するものがあれば、再生力があるもの、あるい
は有毒物質を含んでいたり、トゲを持つなどして
動物に食べにくくなったものもある（橋本・藤木 
2014）。また、同じように食べられても再生力が
違うため、反応の仕方も一様ではない。このため、
群落の中では複雑な変化が起きる。

シカが高密度な場所でよく見られるのは、木本
類や双子葉草本が減少し、イネ科が増加すること
である。これは前者では成長点が高いが、イネ科
ではそれが低いため、シカによる採食を受けても、
再生力があるためである（高槻 2022）。

日本列島でシカの問題を考えるときひとつのポ
イントになるのがササの存在である。ササはユー
ラシア大陸の東縁で発達し、日本列島ではしばし
ば林床に生育する。量的に多いことと、常緑性で
あることはシカの食物として重要である。これは
世界的に見ても該当するものがない。北日本では
多雪地にチシマザサやチマキザサが生育し、少雪
地にはミヤコザサが多い。シカは蹄が小さいため、
雪を苦手とするので、ミヤコザサがある場所に多
いが、ミヤコザサは地上部の寿命が短いので、シ
カの採食に対して耐性がある（Takatsuki 1983）。
ミヤコザサよりも分布が広く九州にも多いスズタ
ケは地上部の寿命が長く、形態的にも再生力が乏
しいので（汰木ほか 1977）、シカに食べられると
枯れてしまう。スズタケが枯れて数年経つと地下
茎が腐り、土壌が流失するようになる。このよう
な場所では土砂崩れが起きやすい（図1）。
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森林への影響
シカといえば奈良公園のシバを食べるシカが連

想され（本特集前迫論文参照）、広島の宮島や宮
城の金華山など神社の境内にシカがいて観光地と
して知られる場所がある。こういう場所では草原
的な環境になり、シカ高密度の場所ではシバ群落
が成立して維持される。シバとシカの組み合わせ
は、シカの強い採食圧とシバの旺盛な生産力によ
って維持される、いわば究極の「持ちつ持たれつ
の関係」で、シカが低密度になればシバはススキ
に置き換わる。

ただ、このような例は特殊であり、シカは基本
的に森林の動物である。森林の植物は草原の植物
ほどの量も、生産力もないから、シカは森林で高
密度になることはないし、高温多湿な日本の気候
では植生遷移が速く進んで草原はすぐに森林にな
る。しかし、これが牧場造成のような形で草原が
できると、シカにとっては食物が多くなるので利
用するようになる。見通しのよい場所ではシカは
心理的に不安になり、群れを作り、場合によって
は数十頭の大群になる。そして安全な夜を中心に
森林から出てきて採食する。

シカにとっては草本植物の葉も樹木の葉も同じ
食物であるが、森林にとっては意味が大きく違う。
樹冠を形成するブナやナラも、実生や若木の時期
にはシカに食べられ、影響が強いと森林の後継樹
がなくなる（Takatsuki and Gorai 1994）。金華
山のシバ群落に柵を作ったところ、10年ほどで

若い林になった（図2）。シカが直接大きな木を
食べるわけではないが、時間をかけて「林を食べ
る」のである。

シカの食性
前述のように北日本のシカはミヤコザサに代

表されるササをよく食べる（Takatsuki 1983）。
それはササ常緑であるために冬でもタンパク質
含有率が10％以上あるからである（池田・高槻
1999）。しかしササは消化率は良くない。この
ためカモシカはササはあまり食べず、消化率が
良い常緑低木や双子葉草本などを好んで食べる

（Kobayashi and Takatsuki 2012）。これに対して
シカは消化器官の特性もあって消化率の低いササ
でもよく食べる。つまりカモシカは生息地内の良
質の植物を選択的に食べるが、シカは生息地に多
い植物を無差別的に大量に食べることができる。
それだけでなく、シカ密度が高くなって植物が乏
しくなると、枯葉や枝などさえ食べて粗食に耐え
ることができる（Takahashi and Kaji 2001）。

シカの影響
シカの影響の基本は「葉を食べること」にあ

る。そのことが植物にダメージを与え、再生力が
ない植物は減少し、極端な場合は消失する。こう
して群落が変化するが、群落が変化することはさ
らなる変化をもたらす。例えば蝶が食草とする植
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図1　�シカが下層植生を食べつくしたために土砂崩れが起き
た東京奥多摩の事例。2005年6月

図2　�シカ生息地である宮城県の金華山の草地に設置した柵
の内外の群落。柵外はシバ群落の中にトゲ低木である
メギなどが盆栽状に生育し、柵内はケヤキ、クロマツな
どが林を形成している。2005年9月。



物が減少して蝶も減少することがある（後出の図
5、近藤 2013）。ヌスビトハギなどを食べるツシマ
ウラボシシジミは、ツシマジカが食草を食べてし
まい、現地では絶滅した（矢後ほか 2019）。その
ため、かろうじて確保された卵から動物園で域外
飼育されている（中村ほか 2015）。また、日光で
はクガイソウが食べられて、コヒョウモンモドキ
が地域絶滅した（長谷川 1994）。つまり、シカが
昆虫を食べることはないが、結果として「シカが
昆虫を食べた」ことになる。また、虫媒花が減少
すると訪花昆虫が減少する。山梨県の乙女高原は
刈り取りによって草原が維持されてきたが、2000
年頃からシカの採食によってそれまで多かった
キンバイソウ、ヤナギラン、オオバギボウシなど
の虫媒花が減少してススキが優占するようになっ
た（図3、高槻・植原 2021）。この草原を柵で囲
ったところ、5年経過した頃から虫媒花が回復し、
訪花昆虫が8倍にも増えた。このようにシカが植
物を食べることが別の動物の食物事情を介して間
接的な影響を及ぼす（後出の図5）。

一方、低木群落に営巣する鳥類が、シカが低木
を食べることでいなくなることがあるし、長い時
間をかけて森林の樹木が減少して開放的な環境に
なると、草原の鳥類が増えることもある（後出の
図5、奥田ほか 2012）。また森林の下層植物が減
少すると、地表の気温の変化が大きくなり、夏の
昼間には40℃にもなることがあり、乾燥も進む

（Yamada and Takatsuki 2015）。これらは植物を
生息地とする動物への間接効果である。

地表植物が減少すると雨滴が直接地面を打つよ
うになり、表土流失が起きるようになる。前述
のスズタケはその例で、宮崎県の椎葉では表土が
流失して「根上がり」が頻繁に見られるようにな
った（図4、Katayama et al. 2023）。これらは植
物減少が物理的環境を変化させる例である。雨の
多い日本列島において森林の下層植生が失われ
ることは、土砂崩れを誘発することにつながる

（Harada et al. 2020）。
以上、シカの採食の影響をあげたが、シカの存

在そのものが与える影響もある（図5）。シカは
大量の植物を食べ、1日1000粒もの大量の糞を排
泄する（高槻ほか 1981）。このためシカが増える
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図4　�宮崎県椎葉村でシカの影響により地表植物が失われ、
表土流出が起きて根が裸出した状況。片山歩美氏撮影。

図3　�山梨県の乙女高原の景観。200年頃には豊富な虫媒化が多かったが、シカが増加して虫媒花は減少し、再生力のあるススキが優
占するようになった。植原彰氏撮影。

2003年 2013年



と糞虫が増える（Iida et al. 2018）。またシカが死
ねば、その死体は肉食獣の重要な食糧となる。シ
カが死ぬのは晩冬から早春にかけてであり、肉食
獣にとって最も食物が乏しい時期であるから、体
重数十キロのシカの死体は願ってもない食糧で
ある。エゾヒグマではシカが少なかった時代には
ほとんど食べていなかったシカが現在では重要
な食物になっているし（Sato et al. 2004）、ツキ
ノワグマでも食性の変化が起きた（Koike et al. 
2013）。今後、キツネ、タヌキ、アナグマなどの
食性解明が待たれる。死体はその後、死体分解者
により分解される（Inagaki et al. 2022）。

このような影響は欧米でも知られているが、京
都大学の芦生研究林での調査によると、その影響
は水系にも及び、水生動物が変化していることが
明らかになった（Nakagawa 2019，本特集の福
島論文参照）。これは世界でも報告例がないと思
われる。

このようにシカの影響は直接、間接に森林生態
系全体に及び、そのことが日本列島全体に及ぶよ
うになった。日本植生学会の調査によれば、特に
太平洋側では土壌流失に至る強度の影響が出てい

る場所が多くあることがわかった（植生学会企画
委員会 2011； 大野・吉川 2015）。

シカはなぜ増えたか
シカによる多面的な影響を説明してきたが、こ

こでなぜシカが増えたかを考えてみたい。シカが
増えたのは1990年代である（図6）。それ以前か
ら徐々に増えてはいたが、各地においてそれは点、
あるいは小さい島のような状況であり、それがつ
ながり面となったのが1990年代であった。動物
が増えるのは死亡数を出生数が上回るからであ
る。出生数はメスの栄養状態により、夏にどれだ
け食物を得られるかによる。栄養状態が悪いと脂
肪が蓄積できず、体重が増えないため発情しない。
栄養状態が良い集団では1歳の秋に妊娠可能とな
るが、集団によっては3歳、あるいはそれ以降ま
でずれ込む。そして低質集団では隔年出産となる
が、良質集団はほぼ毎年妊娠する。

食物が増えるのは森林が伐採され、直射日光が
当たって草本類、低木類が増える時、あるいは牧
場が造成された時などである。これらの年代を調
べると、伐採は1960年代をピークに減少しており、
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図5　�シカの影響を示す概念図。シカが植物を食べることで群落が変形するが、それが群落を生息地とする動物に影響する。植物を
食べる動物には植物の現象が生息に影響し、虫媒花の減少は訪花活動に影響する。図には示していないが、高木種の実生など
が食べられると森林更新が阻害される。植物が減少して表土が流失し地表動物の環境が変化し、それが水生生物に波及する。
またシカは糞をするので糞虫が増え、死ねば肉食獣に食物が供給され分解動物が増加する。高槻（2015）より。



牧場が増えるのは1980年代までであり、シカ増
加期よりは早いことがわかった（図6）。

一方、死亡率の要因としては、自然死亡率と狩
猟圧がある。自然死亡率としては冬が厳しいこと、
積雪が多いことなどがある。特に子ジカは脂肪蓄
積ができないため、積雪が多いと死亡率が高くな
る。だが暖冬化が進んでおり、死亡率は下がって
いるはずである。また、狩猟圧も重要な死亡要因
であるが、ハンター数は1970年代をピークとして
急激に減少している（図6）。そしてハンターの高
齢化も顕著で、機動力はハンター数の減少以上に
低下している。したがって狩猟圧も1980年代に
低下しており、シカ数増加の原因となっている。

問題は増加要因の全てが1990年代と対応して
いないことにある。つまりシカが増加する背景は
1980年までに準備されていたが、増加はその後
に起きたということである。この年代に対応する
のは中間山地における過疎化である。過疎化も戦
後ずっと続いてきた。そこには農村社会の崩壊と
も言える変化があった。要するに「農業離れ」が
進んだ。そのひとつの指標は減反であり、水田面
積は徐々に進んできた（図6）。そうしたことも

あって農業人口は大幅に減少した（図6）。この
背景には昭和の高度成長期に人口が都市へ移動し
たことがある。こうして、農山村には少数の高齢
者だけが残ることになり、過疎、さらには廃村が
至る所で見られるようになった。

かつての若い人を含む多くの人がいた人里は、
野生動物にとって危険で近づけない場所であっ
た。それが過疎化によって弱まり、堰の水が溢れ
るように表面化したのが1990年代と見ることは
可能であろう。

シカ問題は国土問題
シカ問題は1990年くらいまでは農林業被害と

みなされていたが、その後シカが全国的に拡大、
増加し、被害はそれにとどまらず、自然植生にま
で及ぶようにになった。そしてそればかりでなく、
土砂崩れが頻発するに至って、国土安全上の問題
になってきた。冒頭でクマ問題が深刻であっても、
それは点的であり、シカ問題の方が面的で深刻で
あると書いたのは、このような背景による。

シカ問題の解決のためには、生態学的な視点に
立ったシカと動植物との関係に関する基礎的な研
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図6　1950年以降のシカ増加に関連する事項の経年変化（高槻 2015より）。



究とともに、問題解決を指向した応用的な研究も
不可欠である。本財団はこのことを認識してシカ
に関する多くの課題に助成をしてきたが、筆者は
国と地方の行政が本気で取り組む必要があると考
えている。気象災害を考えてみたい。現在、我が
国には津々浦々に渡って優れた気象測定機関があ
り、きわめて詳細なデータがとられ、その解析力
も飛躍的に増した。このことによって天気予報は
世界的にもトップレベルの正確さになった。しか
し、それでも台風災害などは抑止しきれていない。
そのことを考えれば、シカ問題は少数の研究者の
個人的努力によるところが大きい。小論で紹介し
たようにシカ問題が国土問題でもあると理解すれ
ば、専門知識のある人材を配した全国規模の体制
が不可欠であり、それは緊急を要することでもあ
る。

同時に、筆者はこの深刻な事態を多くの人が知
ることが不可欠だと考えている（高槻 2025）。そ
のためにはマスメディアの協力が欠かせない。ク
マ問題に比較すれば、シカ問題は話題性が乏しい
ために、マスメディアに取り上げられにくい。し
かし、小論で取り上げたように、問題が通常思わ
れているより遥かに深刻であることを考えれば、
もっと取り上げ、多くの人々にシカ問題の現状を
知ってもらう必要があろう。本財団としても、成
果の発信にさらなる努力をしなければならない。
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当財団の助成事業には、Ⅰ．国内外の地域に根差した自然保護のための研究および活動を支援するプロ・
ナトゥーラ・ファンド助成、Ⅱ．ナショナル・トラスト地としての土地の購入を支援するナショナル・ト
ラスト活動助成、Ⅲ．当財団が国内外の実績ある組織と協力しあって地域の自然保護に資する研究や活動
を進める協力型助成、Ⅳ．特に緊急かつ重要な研究及び活動を、応募期間を定めず支援する緊急助成の4
種類があります。

Ⅰ．�第36期のプロ・ナトゥーラ・ファンド助成は、137件（昨年：107件）の応募があり、42件4,181万
円の助成が決定しました。特定テーマ助成は「シカ類による自然環境への影響・被害・対策に関す
る生態系保全のための研究・活動」として募集を行いました。また、国内活動助成の地域NPO活
動枠を廃止し、新たなカテゴリーを2つ新設しました。1つは地域に根差した団体に助成を行う「国
内活動助成・地域型市民活動枠」で、もう1つは長期的な視点で継続することが必要な研究・活動
に対し助成を行う、「国内長期研究・活動助成」です。�  
各カテゴリーの応募・助成件数と助成金額は、以下の通りです。

Ⅱ．�ナショナル・トラスト活動助成は、公益財団法人日本ナショナル・トラスト協会と共同で候補地の
募集、審査を行っています。今年度は2件の応募があり、1件、26万7千5百円の採択が決定しま
した。残りの1件は現在審査中です。�  
なお、前号に掲載できなかった案件として、2024年度予算で2025年3月に1件、103万円の採択が
決定しました。

Ⅲ．�協力型助成は、第9期の募集は行っていません。第8期に採択された2年プロジェクト（国際的プロ
グラム助成）の第2年度が4月に開始しました。助成金額は53万円でした。

Ⅳ．�緊急助成は、公募の助成プログラムの募集期間外で緊急性が認められるプロジェクトに対して助成
を行うものです。2025年度は未決定で、現在募集中です（2025年9月時点）。なお、前号に掲載で
きなかった案件として、2024年度予算で2025年3月に1件、61万円の採択が決定しました。

2025年度助成総額（以下のⅠ～Ⅳ）　4,260.7万円（2025年9月現在）

Ⅰ．プロ・ナトゥーラ・ファンド助成　第36期 42件 4,181万円

Ⅱ．ナショナル・トラスト活動助成　第21期 1件 26.7万円

Ⅲ．協力型助成　第8期（2年目） 1件 53万円

Ⅳ．緊急助成　2025年度 0件 0万円

2025年度の助成事業（中間報告）
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第 36 期 国内研究 国内活動
（一般）

国内活動
（地域市民） 海外 特定テーマ 国内長期

研究・活動 合計

応募件数 76 12 12 13 14 10 137

助成件数 23 4 4 2 5 4 42

助成金額 2,186万円 344万円 200万円 191万円 861万円 399万円 4,181万円



第36期プロ・ナトゥーラ・ファンド助成

■国内研究助成　助成件数　23件

団体名 代表者 テーマ 期間 助成額

オガサワラノスリポック
ス疑い調査チーム 千葉夕佳 オガサワラノスリの鳥ポックス感染症疑いに係る基礎調査

（コメント付き採択） 1年 ¥1,000,000 

富山県ミヤマシジミ�  
研究調査チーム 木下豪太 草原性蝶類ミヤマシジミの富山県における現存個体群の生

息状況調査と遺伝的多様性の研究 2年 ¥1,000,000 

外来鳥類研究会 天野一葉 外来鳥類サンジャクの管理計画のための基礎調査 1年 ¥1,000,000 

植物・菌類標本の�  
自然保護への活用を�  
めざす研究グループ

清水晶子 東京大学農学部森林植物資料室に保存されるシダ植物・菌
類標本の自然保護への活用を図るための調査 1年 ¥960,000 

高知県イカリソウ保全
プロジェクト 三村真紀子 南海トラフ高速道路建設に伴う希少種のモニタリング 2年 ¥1,000,000 

津屋崎干潟生物�  
研究グループ 桝永一宏 津屋崎干潟に生息する絶滅が危惧されるヒガタアシナガバ

エの保全に向けた分類と生態に関する基礎研究 1年 ¥1,000,000 

八重山希少植物�  
保全グループ 駒田夏生 八重山諸島の二次草地における希少野生植物の基礎調査 2年 ¥1,000,000 

爬虫・両生類新興�  
感染症対策委員会 宇根有美 在来爬虫類保全のための新興真菌症対策に関する研究 1年 ¥980,000 

認定NPO法人�  
野生生物保全論研究会 鈴木希理恵 ペット・園芸用輸入動植物の管理に関するポジティブリス

ト法制化の研究 1年 ¥760,000 

シコクイチゲ�  
保全研究会 山本将也 四国に取り残された高山植物シコクイチゲの自然回復に向

けた保全ゲノミクス 1年 ¥900,000 

鳥取大学持続的森林�  
管理研究グループ 芳賀弘和 湧水環境に生息する希少種ヒバサンショウウオ幼生の生態

と環境応答に関するフィールド研究 2年 ¥1,000,000 

特定非営利活動法人�  
タンチョウ保護�  
研究グループ

百瀬邦和
北海道における海外由来タンチョウの侵入状況と遺伝的多
様性の変化：鳥インフルエンザの大規模発症予防の基礎デ
ータ（コメント付き採択）

2年 ¥1,000,000 

伊豆諸島外来両生類�  
調査団 馬籠優輔 伊豆諸島式根島における国内外来種アズマヒキガエルの根

絶に向けた駆除活動 2年 ¥420,000 

ヤシガニ保全�  
研究グループ 藤田喜久 ヤシガニ保全のこれまでとこれから～ヤシガニ保護条例の

事前評価及び効果検証 1年 ¥1,000,000 

浅間山北麓イノシシと
その被害を調べ隊 廣田　充 急増するイノシシが浅間山北麓の脆弱な生態系に及ぼす影

響解明のための調査 1年 ¥860,000 

サンゴ礁生態系と人間
との関係研究グループ 田代　豊 サンゴ礁生態系が南西諸島自然海岸景観にもたらす感性的

価値の解明 1年 ¥980,000 
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■国内活動助成【一般枠】助成件数　4件

団体 代表者 テーマ 期間 助成額

伊豆諸島植生�  
研究グループ 上條隆志 サクユリがつなぐ伊豆諸島の自然保護シンポジウム開催 1年 ¥690,000 

NPO法人三浦半島生物
多様性保全 天白麻衣 トウキョウサンショウウオの生息地再生を目的とした谷戸

田保全活動 1年 ¥990,000 

一般社団法人コンサベ
ーション・インターナ
ショナル・ジャパン

榎本明子 ジンベエザメ保全に向けた海洋プラスチック問題啓発イベ
ントの実施 1年 ¥1,000,000 

特定非営利活動法人�  
小笠原海洋島研究会 井上正隆 父島における固有昆虫類の局所的残存個体群の保全活動 1年 ¥760,000 

合計 ¥3,440,000

団体名 代表者 テーマ 期間 助成額

奄美ケナガネズミ追跡
プロジェクトチーム 菊池隼人 集落に現れる希少種ケナガネズミの実態把握および軋轢解

消のための基礎調査 2年 ¥1,000,000 

大阪府北部哺乳類保全
研究グループ 寺田佐恵子 大阪府における絶滅危惧種ホンドギツネの生息状況調査：

生物多様性保全に資する都市緑地の検討にむけて 2年 ¥1,000,000 

秋田大学�  
仏沼環境保全チーム 齋藤憲寿 絶滅危惧種オオセッカの繁殖湿地における青森県仏沼の地

下水調査 2年 ¥1,000,000 

信州野生動物研究会 池田　敬 中央アルプスにおけるライチョウ個体群を保全するための
中型食肉目に関する基礎調査（コメント付き採択） 2年 ¥1,000,000 

水産大学校海洋生産管
理学科漁具学研究チーム 梶川和武 海草保全型漁具の開発についての研究（補欠内定案件） 2年 ¥1,000,000 

伊豆大島オオミズナギド
リ研究グループ 伊藤　舜 伊豆大島におけるオオミズナギドリの繁殖状況解明に向け

た基礎調査（補欠内定案件） 2年 ¥1,000,000 

房総ニホンザル交雑防
止のためのワーキング
グループ

森光由樹 AI技術を用いたニホンザル房総個体群の遺伝子汚染の評価
（補欠内定案件） 2年 ¥1,000,000 

合計 ¥21,860,000
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■国内活動助成【地域型市民活動枠】助成件数　4件

団体 代表者 テーマ 期間 助成額

公益財団法人�  
阿蘇グリーンストック 松嶋和子 阿蘇・波野原の希少植物生育環境保全プロジェクト 1年 ¥500,000 

テンポラリ耶馬溪 福田まや 耶馬溪地域の里山調査による「自然共生まちづくり」 1年 ¥500,000 

五島自然塾 永冶克行 長崎県天然記念物「五島八朔鼻の海岸植物群」の保全と外
来種植物駆除 1年 ¥500,000 

NPO法人脇本海岸�  
ウミガメ・シロチドリ会 大川内良一 海浜の貴重な動植物を護るための環境整備（外来種の駆除

と埋設ゴミの除去） 1年 ¥500,000 

合計 ¥2,000,000

■海外助成　助成件数　2件

団体 代表者 テーマ 期間 助成額

Primate Conservation 
Education Program Rizaldi メンタワイ島シプラ島における希少霊長類のためのコミュ

ニティベースの保護区設立に向けた基礎研究 1年 ¥910,000 

特定非営利活動法人カ
リンズ森林プロジェクト 橋本千絵 ウガンダ・カリンズ森林保護区における生活活動によるダ

メージの実態調査と対策 1年 ¥1,000,000 

合計 ¥1,910,000

■特定テーマ助成�「シカ類による自然環境への影響・被害・対策に関する生態系保全のための研究・活動」�  
助成件数　5件

団体 代表者 テーマ 期間 助成額

嬬恋村高山蝶を守る会 松本智之 浅間山系におけるコヒョウモンモドキの野生復帰基本計画 2年 ¥1,620,000 

日本シダの会 絶滅危惧
種保全委員会 岡　武利 屋久島産希少シダ域外保全プロジェクト 2年 ¥1,990,000 

いしのまき野生�  
生物調査会 辻　大和 ニホンジカの採食圧が植生改変を通じて動物の群集構造に

与える影響の定量化 1年 ¥1,000,000 

伊吹山の植生と�  
シカ研究グループ 前迫ゆり 花の百名山伊吹山草原の多様性保全研究：シカと土壌侵食

影響下の植生回復プロジェクト 2年 ¥2,000,000 

島根自然保護協会 青木充之 大江高山イズモコバイモ自生地保護活動 2年 ¥2,000,000 

合計 ¥8,610,000 
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■国内長期研究・活動助成　助成件数　4件

団体 代表者 テーマ 期間 助成額

ミヤマシジミ里の会 宮下　直 ミヤマシジミの長期保全を目指した生息地の管理・創出に
向けた協同的研究 2年 ¥990,000 

根室半島自然史�  
研究グループ 首藤光太郎 北海道根釧地域の湿原・草原における植物相・植生の研究

と保全策の提案 3年 ¥1,000,000 

北教大ー神戸大水�  
環境チーム 今村彰生 分断された個体群のニホンザリガニは低pHや高温・低酸

素ストレスにどこまで耐えられるか（補欠内定案件） 2年 ¥1,000,000 

南西諸島マドボタル�  
研究チーム 立田晴記 国内外来種ヤエヤママドボタルの分布拡大プロセスのモニ

タリング手法および防除用化学資材の開発（補欠内定案件） 3年 ¥1,000,000 

合計 ¥3,990,000 

第8期（2年目）協力型助成

■国際的プログラム助成　助成件数　1件

団体 代表者 テーマ 期間 助成額

世界遺産白神山地ブナ
林モニタリング調査会 中静　透 白神山地ブナ林の100年モニタリング 1年 ¥530,000

第20期ナショナル・トラスト活動助成　※2024年度予算で前号未掲載分

団体 代表者 テーマ 期間 助成額

特定非営利活動法人�  
霧多布湿原ナショナル
トラスト

小川浩子 霧多布湿原を未来の子どもたちに引き継ぐためのトラスト
地取得 1年 ¥1,030,000

第21期ナショナル・トラスト活動助成

団体 代表者 テーマ 期間 助成額

認定非営利活動法人宍
塚の自然と歴史の会 森本信生 宍塚の里山　恒久的保全のためのナショナルトラストによ

る土地取得 1年 ¥267,500

2024年度緊急助成　※2024年度予算で前号未掲載分

団体 代表者 テーマ 期間 助成額

NPO法人�  
本州産クマゲラ研究会 藤井忠志 絶滅に瀕する本州産クマゲラ個体群の生息拠点調査 1年 ¥610,000
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ミヤマシジミは環境省指定の絶滅危惧ⅠB類で、各
地から急速に姿を消している。伊那谷中部は全国で唯
一、比較的広域に生息地が残っており、その中心が
飯島町とその周辺である。一方、ツツザキヤマジノギ
クは伊那谷の固有変種であり、長野県の絶滅危惧ⅠA
類に指定されている。野生化での生息地は全国でも松
川町と中川村に限定されている。これらの種は、現在
の生息地の保全だけでなく、積極的な再導入による生
息地の再生が必要である。私たちは、これら2種の長
期的な保全を目指した研究を行っている。

ミヤマシジミについては、これまでの研究により10
㎝高刈りが効果的という結果が得られたため、その管
理を継続し、チョウのモニタリングを実施中である。
慣行の管理されている生息地に比べて個体数は明らか
に多いが、2025年は全体として個体数が少なく、温
暖化の影響が懸念されている。再導入も実施している
が、数世代後には消滅するパッチが多く、広域での生

息地ネットワークの創出が望まれる。現在、再導入候
補地の検討に向けて、ネットワーク解析などを進めて
いる。

ツツザキヤマジノギクについては、種内で形態や生
活史に多様性があり、その実態解明を進めている。本
種は従来1回繁殖とされてきたが、一部の開花個体の
根元に越冬のための根生葉と同様の器官が見出された
ため、その器官を起点とする多回繁殖の可能性を検討
している。天竜川河川敷で2023年から当該器官を持
つ個体を追跡した結果、翌年花茎が伸長し、2回目の
繁殖を行う個体が存在
することがわかった。
こうした繁殖様式の多
様性の意義は未解明で
あるが、種内変異を維
持するための保全の重
要性が示唆された。

琵琶湖辺の水田に魚道を設置して魚類の産卵遡上を
促す滋賀県の事業「魚のゆりかご水田」の保全効果を
検証するためにストロンチウム（Sr）同位体を用いた
調査を実施した。魚のゆりかご水田に接続する魚道お
よび慣行水田に接続する用排水路で採集したニゴロブ
ナ稚魚・成魚および環境水のSr同位体比を分析した
ところ、水田魚道で採集した稚魚のSr同位体比は慣
行水田水路で採集した稚魚の値と有意に異なり、魚の
ゆりかご水田の田面水の値に近似したことから、魚の
ゆりかご水田で生育していたことが示唆された。また、
水田魚道に産卵遡上した成魚の耳石核の同位体比は魚
道で採集された稚魚の耳石と値が一致したことから、
魚のゆりかご水田で出生し、琵琶湖で成長・成熟後、
母田に回帰した可能性が示唆された。本手法を複数の

集落に適用したところ、魚のゆりかご水田に産卵遡上
する成魚は高頻度で出生した集落の水田に回帰するこ
とが明らかとなった。琵琶湖を回遊後、母田に回帰す
るという本魚の生態知は、調査集落を対象とした生き
もの観察会や都市住民を対象としたサイエンスセミナ
ーを通じて共有さ
れ、魚のゆりかご
水田に対する関心
を喚起した。魚の
ゆりかご水田によ
り里湖のつながり
が再生すれば、生
物多様性が回復す
ると期待される。
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図　�ミヤマシジミの雄（左）と 
交尾中のペア（右）

2023年度～ 2024年度の助成成果

宮下　直（ミヤマシジミ里の会）

2023年度（第34期）　　国内研究助成

ミヤマシジミとツツザキヤマジノギクの「最後の砦」を保全・再生するための研究

プロ・ナトゥーラ・ファンド助成

奥田　昇（琵琶湖流域生態系保全研究グループ）

2023年度（第34期）　　国内研究助成

琵琶湖固有魚ニゴロブナの母田回帰を指標とした生息地ネットワーク評価と里湖の 
つながり再生

「魚のゆりかご水田」実施集落に 
よる生きもの観察会



われわれは国内外来種として沖縄本島で分布を拡大
し続けているヤエヤママドボタルを対象に、分子遺伝
マーカーを手がかりに、移入元となった八重山諸島に
おける原産地の特定と沖縄本島における分布拡大ルー
トを推定するとともに、本種の幼虫が捕食する陸産貝
類の種多様性に与えるインパクトを野外調査に基づき
明らかにすることを目標に研究を実施している。ヤエ
ヤママドボタル（以下、「ヤエヤマ」）は沖縄県の八重
山諸島に自然分布する陸生ホタルだが、2003年に沖縄
本島南部で確認されて以降、徐々に分布を拡大してい
る。現在ヤエヤマは沖縄県希少野生動物保護条例の指
定外来種となっており、沖縄本島に生息する稀少性の
高いオキナワヤマタカマイマイ類等の陸産貝類がヤエ
ヤマの幼虫によって捕食されている。

ヤエヤマは幼虫や卵が植栽木に付着する土などに紛
れて持ち込まれたと考えられており、どの程度の個体
数がどの地域から導入されたのかについては不明なま
まであった。今回実施した遺伝子解析から、沖縄本島
のヤエヤマは、石垣島の少なくとも4つの異なるエリ

アから持ち込まれた可能性が示唆された。
また沖縄本島で野外調査を実施したところ、2023

年以降に新たに侵入した3つの地域（古宇利島、名護
市大川、本部町伊豆味）に生息しているシュリマイマ
イ類が壊滅的なダメージを受けており、特に石灰岩地
で陸産貝類密度が高い古宇利島と伊豆味ではヤエヤマ
の食害による影響を強く受けていた。石灰岩地ではな
い大川では、ヤエヤマが大浦川沿いに分布を拡げてお
り、大型のシュリマイマイ類が生息する自然林の一部
へのヤエヤマの侵入が認められた。

こうしたヤエヤマを効率的に捕集する方法について
も検討をおこなっている。現在性フェロモン候補の化
学物質の誘引活性を
調査中で、引き続き
ヤエヤマの分布拡大
を食い止めるための
研究に取り組んで行
く予定である。

環境省が示す令和6年度「特定鳥獣保護・管理計画
作成のためのガイドライン」（ニホンザル編）改定版に
よると、九州地方に生息するニホンザルの分布は17の
地域に整理され、そのうち絶滅が危惧されている要配
慮地域（地域個体群）は15地域で示されている。し
かし、一部の地域を除き情報が古く不明な点が多い。
そこで、2024年4月から5月にかけて九州北部および
中部の行政機関（6県61市町村）にアンケート調査を
実施し、群れの生息情報を収集した。さらに、データ
の精度を高めるため、同年6月および10月にそれぞれ
1週間の現地調査を行った。現地調査では、合計61市
町村で132ルートを踏査し、サルの生息状況を確認す
るとともに、地域住民への聞き取り調査を実施した。
その結果、ガイドラインで示された17地域のうち5地
域で分布の拡大が確認された。一方で、群れの生息が

確認できず消滅したと考えられる地域もあった。ただ
し、これらの一部には、もともと群れの生息がなかっ
た地域も含まれていた。以上の調査結果から、ガイド
ラインに示された9つの要配慮地域について、情報の
修正が必要であることが明らかになった。今後、無計
画な捕獲が進めば地域個体群の絶滅につながるおそれ
がある。分布情報の更新と要配慮地域の見直しは喫緊
の課題である。
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名護市大川におけるヤエヤママド
ボタルの自然林侵入状況

立田晴記（南西諸島マドボタル研究チーム）

2023年度（第34期）　　国内研究助成

国内外来種ヤエヤママドボタルの分布拡大プロセスの推定および防除に向けた基礎研究

森光由樹（ニホンザルの保全と管理を目的としたワーキンググループ）

2023年度（第34期）　　国内研究助成

絶滅が危惧されている九州北部および中部に生息しているニホンザルの分布調査と 
保全地域個体群の抽出

（左）現地での聞き取り調査 社会人10名、学生21名が参加
（右）�林間学校にて小中学校12校の生徒にサルの生態を説明し

サルの目撃情報を収集



「珪華」は、温泉水から生じる湯の華の一種で、地
表で析出する際に周辺の生物を取り込み化石にすると
いうユニークな性質を持つ。珪華研究はこれまで、植
生の無い荒涼とした大規模地熱地帯（Yellowstone、
USなど）に限られていた。日本では、明治時代の鉱
物収集調査等でわずかに珪華が認識され、その一部が
天然記念物に指定されている。しかし、分布や成長速
度など基礎的な知見がまだなく、適切な保全・保護が
なされていない。以上の背景から、国内珪華の保護・
保全を目的とした研究を実施した。

日本各地の温泉（東北、中部、九州）で珪華の分布
調査・堆積学的調査、成長速度測定実験を行った。こ
の結果、珪華は森林斜面に染み出す温泉水の周辺に作
られ、日照による蒸発によってその成長が促進される
ことがわかった。珪華には、森林の動植物、菌類が豊
富に取り込まれ化石化が進んでいた。豊かな森林生態
系を恒常的に化石化する様相は日本独自であり、この

成果は2025年9月に国際学術誌へ掲載された。この重
要性と知見は管理団体と共有し、保全管理のための議
論を行った。さらに、珪華を紹介する展示を製作し、
温泉旅館に掲示した。今後の活動として、温泉大国日
本独特の景観をなす森林珪華を広く知ってもらうた
め、地元博物館と協働し講演会を開催予定である。

洞穴はコウモリにとって主要なねぐら資源の一つで
あり、日中の休息や出産保育を行う場所として個体群
の維持の観点で重要な生息地である。2021年に世界
自然遺産として登録された奄美大島では8種のコウモ
リの生息が確認されており、その多くについて絶滅が
危惧されている。洞穴を利用するコウモリの保全を行
うためには、各種コウモリの利用する洞穴についての
知見が必要となる。既往研究により「どこの洞穴にど
の種のコウモリがいた」というような分布情報は蓄積
されているが、生息地利用の季節変化や環境との関係
性といった生態学的な知見は不足している。

本研究は奄美大島の洞穴をねぐらとして利用する
コウモリ類について季節を通して調査し、保全を行う
ための基礎的知見の蓄積を目的とした。具体的には
2024年の6月から2025年の6月までの期間に3カ月に
1度洞穴等のねぐらについて目視、写真・動画の撮影
及び捕獲での調査を行った。調査では環境省レッドリ
ストにおいて絶滅危惧種・亜種に指定されている3種

を含む計4種のコウモリのねぐら利用を確認した。そ
の中でも絶滅危惧亜種に指定されているオリイコキク
ガシラコウモリがすべての季節において最も多く記録
され、民家の倉庫から防空壕、海蝕洞まで様々な場所
をねぐらとしていた。また一部のねぐらでは生まれて
間もない幼獣が記録され、哺育場所として利用してい
ることが示唆された。

今後は各種の季節ごとの生息地利用と周辺・洞内環
境の関係性について検証を行っていく。
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調査で確認されたオリイコキクガシラコウモリ（左）とリュウ
キュウユビナガコウモリ（右）

久保田彩（森林珪華環境研究グループ）

2023年度（第34期）　　国内研究助成

日本固有の生態系「森林珪華」を保全・保護するための基礎研究

森林斜面から染み出す温泉と珪華

牧　貴大（奄美群島コウモリ研究グループ）

2023年度（第34期）　　国内研究助成

奄美大島に生息する洞穴棲の絶滅危惧コウモリ類保全に向けた基礎調査



日本固有のネコノメソウ属イワボタン列の植物は、
ほとんどの種が複数の県のレッドデータリストに掲載
されている。しかし、その花形質には中間型がみられ、
分類学的な議論はまだ続いているため、名前の付いて
いない地域個体群が見逃されている可能性がある。

私たちは、これらの植物と密接な共生関係を築くこ
とが最近明らかになってきた、クチナガハバチ属の昆
虫に着目した。相互作用が植物の多様性に与える影響
を調査することで、より適切な保全単位や方法の提案
につながると考えた。

本研究では、北海道から鹿児島まで11県で野外調
査を行い、イワボタン列とクチナガハバチ属の観察と
採集を行った。形態および分子マーカーによる同定の
結果、同じイワボタン列集団に、クチナガハバチ属の
2種が生息しうること、これらの昆虫が種子食者であ
ると同時に送粉者として機能していることが明らかに
なった。また、昆虫の個体群密度や形態が地域ごとに

都市化は生物多様性に深刻な影響を及ぼす一方で、
都市の中にも多様な生物が生き延びる場が残されてい
る。我々は都市環境とカエル類の関わりを多角的に研
究してきた。

まず先行研究の網羅的検討を行った。システマティ
ックレビューとメタアナリシスにより、都市化の進行
に伴ってカエルの種多様性が減少する一方で、飛び石
的な水場や緑地を利用して都市環境に適応する種も確
認された。都市生態系におけるカエルの脆弱性としな
やかさを同時に示す成果である（学術誌に投稿予定）。

さらに京都市内の寺社池を対象にしたフィールド研
究では、80か所の水域を調査し、8種の両生類を確認
した。観察調査と環境DNA（eDNA）解析を組み合
わせることで、従来見逃されやすかった種の分布を把
握することができた。たとえばタゴガエルは、従来の
観察法では見つからない地点でもeDNAにより検出
され、都市辺縁部における隠れた分布の存在が示唆さ

異なり、それが植物の形質と対応している可能性も示
唆された。一方で、クチナガハバチ属が確認されず、
自殖によって結実していると考えられる集団もあった。
このような集団については、今後もハバチの出現状況
を継続的に調査し、共生相手を欠いた場合にどのよう
な変化が生じるのかを調査する必要がある。

以上の成果から、イワボタン列の保全は種レベルで
は不十分な可能
性があり、地域
個体群ごとにク
チナガハバチ属
の保全と一体的
に取り組むこと
が重要であると
考えられる。

れた。寺社や庭園は、都市に伝統的に残された緑地で
あり、人為的に管理されながらもカエル類の生息を支
えている。本研究は、文化的景観と生態系の重なり合
いが現代都市においても生物多様性保全の鍵を握るこ
とを示している（2025年日本爬虫両棲類学会で発表、
学術誌に投稿予定）。
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ニッコウネコノメソウに訪花したクチナガ
ハバチ属のハバチ

左：神社庭園におけるeDNA採水作業
右：寺院庭園において確認されたモリアオガエルの泡巣

山口万里花（動植物共生系保全研究グループ）

2023年度（第34期）　　国内研究助成

イワボタン列とクチナガハバチ属の共生関係の解明と保全への展望

大越香江（京都東山のカエル保全対策研究グループ）

2023年度（第34期）　　国内研究助成

京都近郊の庭園におけるカエルの種多様性に影響する要因の解明と保全対策



カンムリウミスズメは国指定天然記念物の希少海鳥
である。集団繁殖する離島にネズミやカラスなどが侵
入し、卵やヒナ、抱卵中の親鳥を捕食する被害が複数
の繁殖地で確認されており、その被害は甚大で繁殖個
体数が激減した繁殖地では数十年が経過しても元の水
準に個体数が回復していない。本研究では、2022年
にハシブトガラスの侵入により大規模捕食が生じた、
福岡県烏帽子島において、巣箱を用いた本種の保護増
殖に取り組んだ。本研究は第32期に続く継続的な取
り組みであり、激減した烏帽子島繁殖個体群の追加の
捕食被害を防ぐとともに、円滑に個体数を元に近い水
準まで回復させることを目指した。

巣箱の利用率は32期よりも向上したと考えられた。
2024年は悪天候と海況不良のため巣箱設置が大幅に
遅れ、単純に比較することができないが、2022年が
10.3％、2023年が36.7％だったところ、2024年は33％、
2025年は60％であった。なお、2024、 2025年の繁殖

期には、ハシブトガラスによる捕食は認められなかっ
た。

2013年以降の捕獲標識データを用いて個体群動態を
推定したところ、巣箱設置開始時点であり捕食被害が
生じた2022年までのデータでは個体数は減少基調だ
ったが、2025年までのデータを含めると増加基調に転
じ、巣箱の効果が出ていると考えられた。

南西諸島は生物多様性の宝庫と呼ばれ、他の地域と
隔絶された陸域や陸水域には、島ごとに固有の希少種
が数多く生息する。主に陸水に分布するサワガニ類も、
島ごとに異なる種が分布し、絶滅危惧種や天然記念物
に指定される希少な固有種も多い。近年、これらにつ
いてはその希少性が広く認められ、国や自治体単位で
の保全対策が講じられている。一方、これら希少な淡
水性甲殻類を宿主とする、共生・寄生生物についての
知見は極めて少ない。世界的には、「希少種を宿主と
する動物も希少種」と見做すべきことや、希少な宿主
とともに起こる「共絶滅」への理解も広がりつつある。

本研究は、希少な固有サワガニ類やモクズガニ類に
外部共生するヤドリイツツノムシ属截頭類（扁形動物
門）の希少性を示す基盤的知見を蓄積し、保全へと役
立てることを目的とした。わが国におけるヤドリイツ
ツノムシ類の先行研究は乏しく、研究者からの認知度
も低い動物である。本研究では、野外調査、形態の観

察、DNA解析が行われ、わが国におけるヤドリイツ
ツノムシ類の分布の広がりと多様性について、多くの
新知見が得られつつある。また、環境汚染による影響
の有無についても評価を行うべく、予備的な調査を行
っている。更に、比較のために鹿児島南部で調査を行
った際には、希少サワガニ類に外部共生する、ヤドリ
イツツノムシ以外の未報告の共生生物も発見されてい
る。本種も希少種である可能性が高く、今後の保全に
向け、新種記載の準備を進めている。
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南西諸島の島嶼域において、新たにヤドリイツツノムシ類の分布
が確認された河川（左）。採集されたヤドリイツツノムシ類（右）。

山口典之（九州カンムリウミスズメ保護研究グループ）

2023年度（第34期）　　国内研究助成

希少海鳥カンムリウミスズメの保護増殖に関する研究  
―大規模捕食被害からの回復を助ける―

巣箱を利用しているカンムリウミスズメのつがい

上野大輔（亜熱帯水族寄生虫学研究グループ）

2023年度（第34期）　　国内研究助成

南西諸島産希少サワガニ類に共生するヤドリイツツノムシ類の保全に向けた研究



能登半島では、2026年にトキNipponia nipponの野
生復帰が予定されている。これに先立ち、2023年か
ら本ファンドの支援を受け、能登におけるトキの生息
環境と住民意識を調査し、課題と可能性を検討した。

生態学的調査では、特に能登半島の先端に近い水田
やビオトープにおいて、トキの餌となるドジョウやカ
エル、バッタなどが豊富に確認された。一方、2024年
の能登半島地震と奥能登豪雨により水田の亀裂や水利
施設の破損、農家の転出が発生し、水田環境も大きく
変化している。

社会学的調査では、地震前の23年夏に穴水町役場
の協力を得て町内全戸を対象にアンケート調査を実施
した。多くの回答者が環境教育や地域ブランド化への
期待を寄せる一方、環境保全型農業や除草剤の不使用
等による作業負担の増加に対する不安も示された。

地震と豪雨という二つの災害は、トキ野生復帰の取
り組みに新たな視点を加える契機となった。石川県の
創造的復興プランでも、トキ野生復帰が復興の一つの

対馬は大陸に近いため、国内では対馬またはほぼ対
馬だけに生育する植物が多数知られている。しかし、
近年は特にシカの食害により林床植生は衰退の一途を
たどっている。そこで、対馬でしか見られないような
希少な植物の現状を把握し、それらをまとめたガイド
ブックの作成を行った。

対馬固有またはほぼ対馬でしか見られない希少植物
種および国内他地域にも分布するが対馬では消滅しそ
うな種について、島内における過去からの分布を文献
資料や博物館などに収蔵されている標本から整理し
た。加えて、対馬在住の植物研究家、國分英俊氏が遺
したデジタル写真約19万点（2001 ～ 2017年）の撮影
地と種名を整理し、シカ食害が深刻になる前の希少種
の生育状況の把握を試みた。それらを踏まえ、特に個
体数が減少している草本種については現地調査を行い
生育状況を把握した。草本植物はシカの食害によるダ
メージが大きく林床にはほとんど見られなくなったが、

柱として位置づけられ、里山里海の環境・景観の保全
と持続可能な地域づくりへの意識が高まっている。

今後も行政・研究機関・地域団体、そして地域住民
との協働を通じて、トキの定着に向けた実践的な取り
組みと普及啓発を進める。科学と地域の力を結集し、
豊かな里山里海の再生と自然と共に暮らす能登の姿を
一緒に育んでいきたい。

シカも行けないような林内の崖や山頂の岩場、海岸断
崖にはまだ希少種が生育していると考え、ドローンに
よる調査を行い白獄や龍良山周辺で新たな自生地を確
認できた。最後に、過去の分布記録と現在の確認状況
をまとめた冊子を作成した。
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トキ放鳥推進モデル地区に設置されたトキの看板

左：作成したガイドブックの一部。右：ドローンを使って林内
の急斜面や上空から撮影して希少な植物を探索。

上野裕介（石川県立大学 能登半島トキ研究グループ）

2023年度（第34期）　　国内研究助成

能登半島のトキ野生復帰に向けた社会・生態学的アプローチによる現状評価と提案

鈴木浩司（対馬植物研究会）

2023年度（第34期）　　特定テーマ助成

対馬に生育する希少植物の現状の把握と保全活動のためのガイドブック作成



湿地生態系には、限られた環境条件のもとでしか生
育できない希少植物が多く、それらは土地開発や気候
変動の影響により絶滅の危機に瀕している。多くの希
少植物は昆虫による送粉を必要とするが、個体数の減
少などにより、送粉者の実態が十分に解明されていな
い種も少なくない。本研究では、湿地およびその周辺
に生育する希少植物を対象に、訪花昆虫の種構成や活
動時間帯を明らかにすることを目的とした。開花期に
は、昼夜を通じた送粉者の把握を行うため、直接観察
とインターバル撮影の両手法を併用し、訪花昆虫の分
類群および訪花時刻を記録した。

観察の結果、ラン科のコバノトンボソウおよびサギ
ソウでは夜間に蛾類の訪花が確認され、夜間送粉が主
であることが示された。ミミカキグサ類では訪花昆虫
はほとんど確認されず、自家受粉による繁殖が示唆
された。さらに、ススキに寄生するナンバンギセルで
は、ススキに営巣するツヤハナバチのみが訪花し、送
粉に関与している様子が観察された。このような、「寄

私たちのグループでは、英国およびカナダの樹木保
全の専門家らとともに、日本国内のカエデの絶滅危惧
種の調査を行いました。まず奄美大島においてアマミ
カジカエデ（CR）の生育状況を調べました。その結
果、成木を6個体確認し、その周辺に100個体を超え
る幼木や実生が生育していることを発見しました。本
種は絶滅の危険性が極めて高い樹木であるものの、自
生地を適切に保全することで、個体数の増加が期待で
きると推測されました。また本州中部地方の湿地に生
育するハナノキ（VU）について、自生地の状況を調
査しました。本種は天然記念物や民間保護地域として
保全されている自生地がある一方で、道路建設やリニ
ア中央新幹線の工事残土による埋立が予定されている
箇所があります。こうした状況について情報交換を行
うため、「カエデ交流会」という勉強会を実施しました。
さらに、海外の植物園にハナノキの種子を送り、生息
域外保全活動の充実化を図りました。

生植物と、同じ宿主植物に生息する昆虫との相互関係
による送粉様式」は、これまでに未報告の事例である

（Watazu et al., 2025, Plant Species Biologyに掲載）。
これらの知見は、希少植物における夜間送粉者の重

要性や、送粉者との特異な関係性を明らかにするもの
であり、今後の保全において送粉生態の理解が不可欠
であることを示している。
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サギソウに訪花するスズメガ科の一種（写真左）とナンバンギ
セルに訪花するツヤハナバチ属の一種（写真右）

カエデ交流会の様子。海外のカエデの専門家らと保全に関する
情報交換を実施した。（長野県飯田市美術博物館）

絶滅危惧植物ハナノキの天然記念物。雪の降る中、里山に残さ
れたシンボル・ツリーをみることができた。

渡津友博（湿地送粉生態研究グループ）

2023年度（第34期）　　特定テーマ助成

絶滅の危機に瀕した湿地性植物の夜間を含めた訪花昆虫の解明

佐伯いく代（カエデ国際保全グループ）

2023年度（第34期）　　特定テーマ助成

No Maple No Life！ 絶滅が危惧されるカエデの保全状況の評価と国際連携活動の推進



琉球列島の湧水や地下水域には、甲殻類や藻類など
の希少種が生息していることが知られているが、与論
島における調査研究は極めて限定的であった。そこで
本プロジェクトでは、島内の陸水環境（周辺陸域も含
む）における網羅的な生物相（主に甲殻類相）及び生
息環境調査を実施した。22地点の陸水環境で調査を
行い、16種の十脚甲殻類を記録した。また、調査地
点で採水を行い、環境DNA分析も行うことで、より
詳細な甲殻類相を把握することができた。

これらの調査地点のうち、島の北西部に位置する洞
窟地下水域では、7種の希少甲殻類（全て環境省又は
鹿児島・沖縄県の絶滅危惧種）が記録され、琉球列島
でも最も種多様性に富んだ洞窟水圏環境であることが
明らかとなった。今後の開発や不要な希少種の捕獲を
制限するための保護・保全策を早急に講じる必要があ
る。なお、この洞窟については、フォトグラメトリー
測量による3D洞窟地形図を作成する予定であり、そ

人間の営みによって維持、管理がされている草原を
二次草地といい、生物多様性保全上重要な生態系のひ
とつとして知られています。沖縄県八重山諸島の石垣
島、西表島にも水田畦畔や放牧地といった伝統的な二
次草地が維持されていますが、本土部と同様、地形改
変を伴う圃場整備や管理放棄によって近年急速にその
面積を減らしています。このままでは、石垣島・西表
島に成立している草地生態系の実態やその生物多様性
保全上の価値がよく分からないまま失われてしまう可
能性があります。

我々の研究グループでは、管理者の許可を得ながら、
2年間かけて石垣島および西表島に残存している二次
草地をくまなく踏査し、各草地において植物相の調査

（生育している植物全種のリストアップ）を実施しま
した。絶滅危惧種を含む草原生植物の分布情報と、生
物多様性保全上重要度の高い草地の位置情報を、GIS
を活用して整理することができました。

今回の調査により、国内新産種となる種を2種発見

のための撮影も終えることができた。
本プロジェクトの調査結果は、与論島にて講演会を

3回実施し、速やかに地域住民に紹介すると共に、与
論島の陸水環境や生物の重要性とその保護・保全の必
要性について普及啓発した。この際、講演会参加者の
自宅屋敷林にある古井戸の調査機会に恵まれ（図1）、
幸運にも絶滅危惧種のチカヌマエビを記録することも
でき、普及啓発活動が研究の進展にも繋がることを実
感することができた。

し、草原生植物7種を約半世紀ぶりに再発見しました。
また海岸の作物栽培に不適な立地が、伝統的に放牧地
として利用され、そこに多様性の高い群落が成立して
いることが明らかになりました。我々の調査結果は、
これまであまり着目さ
れてこなかった石垣
島・西表島の二次草地
が、森林域と同様に、
南西諸島全体の生物多
様性の維持において重
要な役割を担っている
ことを示しています。

今後も植物相調査を
進めつつ、様々な機関
や、農畜産者と協力し
て当該地域の草地の保
全について考えていく
予定です。
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石垣島平久保半島の草原

再発見されたガクタヌキマメ

図1. �古井戸（イナドウゴー）を案内される著者（左写真）と採
集されたチカヌマエビ（右写真）

藤田喜久（与論島陸水生物保全研究グループ）

2023年度（第34期）　　特定テーマ助成

鹿児島県与論島の陸水環境に生息する希少生物の保護・保全に関する基礎研究

武生雅明（八重山諸島半自然草地調査研究グループ）
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八重山諸島石垣島・西表島に成立する二次草地の植物相の特徴



鳥と共生するウモウダニは1990年代後半まで宿主
である鳥に害を及ぼす寄生者と考えられてきた。しか
し、ウモウダニは鳥に感染症を引き起こす可能性のあ
る細菌や真菌を摂取することから、鳥とウモウダニは
相利共生の関係にあると考えられるようになった。

ウモウダニは鳥と共種分化を遂げ、ある種の鳥には
特定の寄生虫が生息する。つまり宿主である鳥の絶滅
は寄生虫の絶滅も意味する。さらに一種の鳥に複数種
が生息することが多い。一種の鳥の絶滅は複数のウモ
ウダニ種の絶滅を招く可能性がある。

たとえ寄生虫だとしてもそれぞれの生物の存在によ
る種間相互作用は多様性を生み出す源といえる。多様
性の保全は、生物間の関係性を保つことであり、関係
性の喪失は環境変化に対する適応進化の次の一手を奪
うことになりかねない。

本研究が主に対象とする鳥類はセンニュウ属である。
センニュウ属は全国規模で縮小傾向にある草原や湿地、

陸産貝類（カタツムリの仲間）は、移動能力に乏し
い事から、遺伝的分化が生じやすく、その結果、各地
で固有化した種が生息する。日本は南北に細長く気候
も変化に富み、島嶼や山岳地帯など様々な環境がある
ことから、約850種の陸産貝類が記録されている。こ
れは、世界各国と比較しても、上位5つに入る豊かな
種多様性であり、日本はまさに陸産貝類の種多様性ホ
ットスポットである。しかし同時に、島嶼の陸産貝類
は、西暦1500年以降、地球上で最も多く絶滅した動
物分類群でもある。そのため、調査未踏の島嶼におい
て、そこに生息する陸産貝類相の把握と、これらの侵
略的外来種の侵入状況を調べることは急務であり、保
全生物学的に極めて重要となる。

沖縄島などが含まれる南西諸島は、200種以上が生
息する固有陸産貝類の種多様性豊かな地域である。し
かし、戦争や経済成長による開発の影響、さらに侵略
的外来種の影響が著しい沖縄島中～南部では、固有陸

島嶼に生息する。その生息環境を保護するためには積
極的な管理、対応が必要である。本研究では特にその
ような環境に生息するシマセンニュウ、エゾセンニュウ、
国内希少野生生物種オオセッカを対象とする。北海道
に広く繁殖分布するシマセンニュウとエゾセンニュウ
はRDBにはリストアップされていない。しかしシマセ
ンニュウはかつて石狩地方に広く分布していたが、石
狩地域個体群としては絶滅の危機にあるといえる。エ
ゾセンニュウの個体群は安定しているように思われて
いるがその生態は未解明である。

一般にダニは寄生者として嫌われがちではあるが、
ウモウダニは鳥にとっての益虫であり、人には寄生し
ない。ウモウダニは生物多様性と生物間相互作用の大
切さ、面白さを伝えるのにうってつけの素材である。
鳥と運命共同体のウモウダニの知名度を上げることで、
あまり注目されていない生物の関係性にスポットライ
トを当てる例にしたいと考えている。

産貝類相に著しい変化が生じた。しかし、例えば面積
も1㎢以下と極めて小さい場合や、本土部と比較して
植生も単調な場合が多く、沖縄島中・南部の属島では、
陸産貝類相がほとんど調べられていない。

そこで、実際にそういった調査未踏の属島の一部で
調査を進めた。その結果、イトマンマイマイ（沖縄県：
絶滅危惧Ⅰ類、環境省：絶滅危惧II類）やキンチャク
ギセル（沖縄県：絶滅危惧Ⅰ類、環境省：絶滅危惧II類）
など、複数の絶滅危惧種の生息を確認できた。これら
の種は、沖縄島中～南部で生息の痕跡として古い殻は
見つかるが、近年生貝は確認されていない。また、こ
れらの属島では侵略的外来種は発見されなかった。

このことから、これまで軽視されてきた小規模属島
が、本土部では減少した種のレフュージアとして機能
しうる可能性が明らかとなった。島嶼の陸産貝類の保
全を行う場合、大規模な石灰岩地帯や原生林だけでな
く、属島についても優先度を高く考えるべきである。
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髙木昌興（北海道大学大学院理学研究院・野外鳥学研究会）
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ウモウダニは鳥と運命共同体～鳥と共に種分化を繰り返す多様な分類群

平野尚浩（島嶼陸産貝類研究会）

2023年度（第34期）　　特定テーマ助成

南西諸島の小規模属島における陸産貝類相



鳥類の営巣地では、鳥由来の有機物を利用する多様
な昆虫が見つかっている。中には絶滅危惧種や特定の
鳥種の巣からのみ見つかる昆虫もおり、鳥類の営巣地
が昆虫の重要な生息地になっている可能性がある。本
研究では、日本全国に普遍的に存在し、有機物（巣材、
吐き戻し、糞、死骸、羽根）の供給量が多く、過去の
研究で絶滅危惧種が見つかっているカワウの集団営巣
地（コロニー）に着目した。コロニーに生息する昆虫
の特徴や、コロニーの有無が昆虫の多
様性にどう影響するかを広域で明らか
にするために、募集した市民調査員と
共に昆虫捕獲調査を実施した。

その結果、11名の市民調査員・協
力者が参加し、東北・関東地方の4県
5か所で調査を実施できた。対照区に
比べて、コロニー下層では、シデムシ
類やハサミムシ類、エンマムシ類など

アマミマルケシゲンゴロウは東海・近畿地方及び南
西諸島に分布している微小水生昆虫で、環境省レッ
ドリスト2020において準絶滅危惧と評価されている。
しかし、2017年以降に標本を伴う公式記録がなく、
危機的状況にある可能性がある。本種は体長が小さく
発見が難しいことや、同定の困難さ等により見逃され
ていると考えられ、これまでに分子系統学的な検討は
行われていない。そこで、本研究では本種を対象とし
て分布・季節消長・分子情報の実態解明を行い、保全
のための基礎資料の蓄積を目的とした。

現在も本種が生息している環境を参考にして、東海
地方以西の本州・四国・九州の30地点において分布
調査を実施した。その結果、既知の4地点（和歌山県
2地点と奄美大島2地点）と新規の1地点（奄美大島
の1地点）のみで本種が確認された。和歌山県と奄美
大島において実施した季節消長調査では、初夏と秋に
新成虫が増加することや、冬季に水中から確認される
個体数が減少することが明らかとなった。

の肉食性や腐肉・糞食性の種、さらにそれらを捕食す
る種が目立った。このことから、カワウがコロニーを
作ることで、特定の食性をもつ昆虫の生息に大きな影
響を与えている可能性がある。

現時点では種まで同定できていないサンプルもある
が、今後可能な範囲で種同定をすすめ、絶滅危惧種や
カワウのコロニーから特異的に見つかる種がいるかな
どを検討したい。

ミトコンドリアDNAのCOI遺伝子の部分領域を用
いて分子系統解析を行った結果、和歌山県と奄美大島
の間で顕著な遺伝的分化が確認された。また、本種と
近縁種のコマルケシゲンゴロウ、サメハダマルケシゲ
ンゴロウの3種で同遺伝子領域を比較したところ、コ
マルケシでは本州―南西諸島間で遺伝的分化が確認さ
れなかったが、サメハダでは本種と同様に遺伝的分化
が確認された。
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市民調査員と実施した調査の様子（左）と、コロニー内で採集された昆虫（一部）（右）。

左：アマミマルケシゲンゴロウ。右：奄美大島における個体数
調査の様子。

本多里奈（コロニー生態学研究グループ）
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加藤雅也（微⼩⽔⽣昆⾍保全団体）
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微⼩希少⽔⽣昆⾍アマミマルケシゲンゴロウの保全のための基礎調査



大阪府と和歌山県の境に位置する和泉葛城山ブナ林
は、全国に3カ所しかない国の天然記念物に指定され
た学術的にも貴重なブナ林である。また、多数の絶滅
危惧種の生息が確認されるなど、地域の生物多様性保
全の上でも非常に重要な環境となっている。しかしな
がら、近年温暖化の進行に伴いブナの衰退が顕著とな
っており、さらに2021年にはシカの侵入が初めて確
認されるなど、ブナ林の存続に深刻な脅威が迫ってい
る。そこで本研究では、1988年もしくは2013年に実
施されたまま継続調査がされていなかった林床植生の
再調査を行い、温暖化進行過程でのブナ林を構成する
植物種の変化を把握するとともに、カメラトラップに
よるモニタリングを広域化することで、シカの侵入・
定着が進行している重点対策地域の把握を目指した。

過去の調査区計17地点を復元し、林床植生調査を
実施したところ、全体的に植物種数が増加傾向にあっ
たものの、新たなブナ実生の定着はなく常緑樹の植被

率が増加するなど、照葉樹林化が進行しつつあるもの
と考えられた。またブナ林周辺に新設したセンサーカ
メラ10台のうち1地点でオスジカが確認され、既にシ
カが広範囲に侵入している可能性が示唆された。今後
さらに解析やデータ取得を行い、対策の必要な植物種
や地域の特定を進めていく予定である。

北海道オホーツク沿岸東部に位置する北見市の常呂
丘陵に風力発電所が建設され、2024年4月から稼働開
始している。常呂丘陵周辺は亜種ヒシクイの主要な中
継地であるほか、複数のオジロワシやタンチョウが繁
殖する。同年6月までに、この発電所でオジロワシ2
羽の風車衝突事故が発生した。この状況を問題視し、
当発電所が鳥類に対してさらに悪影響を及ぼす可能性
や影響回避策について検討するため、オジロワシ、オ
オワシ、ガン類及びオオハクチョウを主な対象として、
目視観察によるこれら鳥類の飛行状況調査を行った。
調査は2025年9月末まで実施予定で、定量的解析はこ
れからであるが、これまでのところ発電所周辺で確認
された海ワシ類では60％、ガン類では70％以上の個
体がそれぞれ風車のブレード回転域の高度を飛行して
いた。また、オジロワシでは風車周辺での頻繁な旋回
上昇飛翔が観察されており、衝突事故との関わりが示
唆される。なお2024年12月には、鳥類が忌避すると

いう音を発する衝突予防装置が事業者により全風車に
設置されたが、この音による明確な鳥類の回避行動は
観察されていない。調査終了後、得られたデータを用
いて風車への推定衝突率を算出するほか、飛行行動と
気象・地形条件などとの関係を解析する。また、建設
前の飛行データとの比較等により、風車による障壁影
響についても検証予定である。
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調査地を通過するオオハクチョウの群れ

幸田良介（和泉葛城山ブナ林保全研究グループ）

2024年度（第35期）　　国内研究助成

天然記念物和泉葛城山ブナ林に迫る温暖化とシカ食害： 
過去との植生比較とカメラトラップによるアプローチ

ブナ林周辺で新たに確認されたオスジカ

白木彩子（北海道鳥類保全研究会）

2024年度（第35期）　　国内研究助成

北海道常呂丘陵における風車による大型鳥類への悪影響回避を目的とした研究



武者小路実篤が開村した「新しき村」は池袋から電
車でわずか1時間余の立地で、里山の環境を生かした
農業活動を継続してきた。「人の暮らしと共にある自
然環境」は地元の自然愛好家に親しまれて、2023年
に実態を明確にすべく自然環境調査を開始した。2024
年には助成を受けて、調査内容を充実すると共に、村
内の環境を関係者に知っていただき、保全の輪を広げ
るために9月末に報告会の開催、村に生物多様性の展
示コーナーを設置し、保全意識向上の啓発をおこなう。

調査は、38人ものボランティアと埼玉県の研究者・
学芸員に参加してきただき、地形・地質、水環境と植
物、哺乳類、鳥類、爬虫類、両生類、魚類、昆虫、田
んぼの生きもの調査をおこない、2,500種弱の生きも
のを確認し、環境省及び埼玉県の絶滅危惧種（Ⅰ、Ⅱ
種）も30種、準絶滅種を加えると103種が生き延びて
いることを把握した。また、調査者には農薬を使わな
いそして生きものに配慮した米づくりと住宅団地、大

学、工場に隣接しながら市民の森とつながり残された
里山環境を評価された。

具体的にはニホンアカガエルの県下有数の繁殖地と
なっており、猛禽類はオオタカ、ハイタカ、ノスリ、
ツミ、ハヤブサ、フクロウ、アオバズクが確認されて
いる。田んぼにはイチョウウキゴケ、キクモがいたる
ところで見られ、コオイムシも見つかる。湧き水もあ
り、農業用水も水質的に問題はない。この結果を如何
に関係者で共有するかこれからが正念場である。

埼玉県西部地域では、アライグマによる在来生態系
への影響が深刻であり、従来の対症療法的な捕獲対策
だけでは十分な保全効果が望めない。そこで、地域内
外の研究者・実務者・猟師・保全ボランティアが協力し、
包括的なアライグマ対策に取り組んだ。基盤的な取り
組みとしてデータ分析と普及啓発を行い、その上で捕
獲による“攻め”の対策と、保全対象種の保護による“守
り”の対策を並行して実施した。その結果、トウキョ
ウサンショウウオをはじめとする在来両生類の保全に
一定の成果を収めた。

基盤的な対策としては、対象地域のデータを詳細に
分析し、従来より詳細なアライグマの生息状況評価を
行った。また、リーフレットを作成するなどして普及
啓発に努めた。“攻め”の対策では、保全対象地域で
集中的な捕獲を行い、約1 km²の範囲で17頭を捕獲
した。“守り”の対策としては、両生類専門家の監修
のもと「二段堰型アライグマ対策畔板」を開発・設置

した。これはアライグマによる捕食を防止しつつ、ト
ウキョウサンショウウオに適した産卵環境を創出する
構造である。

これらの対策を並行して進めた結果、アライグマの
撮影回数は対策前の10％以下に減少し、トウキョウサ
ンショウウオの卵嚢数は大幅に回復した。今後は、対
策を継続して保全効果を維持・向上させるとともに、
その有効性をより正確に検証していく必要がある。
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稲垣喜弘（公益財団法人新しき村）

2024年度（第35期）　　国内活動助成

首都圏近郊の「新しき村」における農業活動と希少生物との関係 
～調査・保全とその啓発～

渡邉英之（埼玉西部アライグマ対策協議会）

2024年度（第35期）　　国内活動助成

トウキョウサンショウウオ等在来両生類保全のための包括的なアライグマ対策



鳥類標識調査とは、鳥類に番号入りの足環を装着
し、その移動や生存などの情報を得る調査のことであ
る。日本では1924年に始まり、多くの市民調査員の
協力のもとでさまざまな成果が得られてきた。一方
で、近年は予算や調査員の減少といった課題も抱えて
いる。本プロジェクトでは、日本での調査開始100周
年を機に、調査の認知度向上と次世代調査員の育成を
目的としてシンポジウムとワークショップを実施した。

2024年11月23日には、標識調査を行う国内外の研
究者を招き、東京農業大学で公開シンポジウムを開催
した。調査の成果や意義について議論し、継続の重要
性を改めて確認した。対面参加者は121名、同時配信
の視聴者は150名にのぼり、さらに見逃し配信は2642
回再生（2025年8月22日現在）されるなど、関心を
持つ多くの方々に情報を届けることができた。

ワークショップは、千葉県我孫子市の利根川河川敷

において、2024年10月から月に一度、標識調査の講
習と実習を行っている。今年7月までに、のべ174名

（実人数27名）が参加している。その中には研究者を
志す若者も含まれており、この取り組みが次世代の育
成に寄与していることが実感できた。

シンポジウム、ワークショップとも予想を上回る参
加があり、本プロジェクトの目的は十分に達成された
と考えている。今後も鳥類標識調査によるモニタリン
グを通じて、生物多様性保全の重要性を広く普及・啓
発していきたい。

孟子里山では、2020年から一気に広まったカシノナ
ガキクイムシによる「ナラ枯れ」被害により雑木林の中
の大木がいつともなく倒れてくる場面に遭遇すること
があり危険である。そこで、散策道周辺の一部の枯死
樹木を伐採し危険を回避した。一部食害にあったクヌギ・
コナラは廃材とせず、食害にあった部分とあっていない
部分とに分け、食害部分は堆肥場に積み上げ堆肥とし
て利用して行く。食害を逃れた部分は炭焼き材や薪と
して利用した。孟子里山の一部分ではあるが、間伐す
ることで雑木林の日当たりも確保され、常緑樹林化を
食い止められる。継続的に行うことが大切である。

今回のもう一つの成果としては、炭焼き経験者の高
齢化により、炭焼きできる人材が大変少なくなってき
ている現状があり、何とか次世代へ引き継げるように
準備をしていかねばならないという危機に迫られてい
た。そこで、クヌギ、コナラの間伐から玉切り、運搬、
薪割り、炭材の準備まで安全面を重視し指導を受け、
窯の準備、温度管理、炭化するまでの時間等経験の伝

達作業を行った。
サシバ（タカ科）は4月上旬に東南アジアや南西諸

島から渡来する中型のタカの仲間。一度繁殖を中断し
ていましたが、炭焼きのため間伐を始めたことで再度
繁殖を再開した。この活動の継続が大切である。

今後も稲作水系起源の生物多様性保全を継続するこ
とで薪炭林と稲作水系のモデル環境の創出ができ、里
山特有の身近な小動物とのふれあい体験が実現できる

「里山公園」として維持・管理していきたい。
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左：食害にあった両側部分　右：炭窯

水田　拓（公益財団法人山階鳥類研究所）

2024年度（第35期）　　国内活動助成

⽇本の⿃類標識調査の100年 
―次の100年間の発展に向けたシンポジウムとワークショップの実施―

坂本雅城（NPO法人自然回復を試みる会ビオトープ孟子）

2024年度（第35期）　　国内活動助成

食害にあったクヌギ・コナラの有効活用

鳥類標識調査のシンポジウムとワークショップの様子



シロハラサギはブータン・インド・ミャンマーでの
み確認され、推定総個体数は45羽以下です。このうち、
本支援対象であるシロハラサギ保全センターで飼育中
の5羽を含むブータン国内29羽のみが、現行の保全対
象です。域外保全は、サル類等による卵の捕食や、巣
立ち後の若鳥期の高い死亡率により野生個体群が増加
しないことを受けて開始されました。

繁殖期（2月～ 6月）には、ヒマラヤの樹高20 m以
上の高木の枝上にある巣から卵またはヒナを採取し、
車で約10時間を要して保全センターへ搬送しています。
事業開始後のべ3年の人工孵化・育雛では、発育初期
の脚と指の強い湾曲が大きな課題でした。本チームは
他のサギ類での実験により対策技術を確立し、本年度
の支援で購入した「特殊育雛器」と、「改善した飼育
マニュアル」を作成・現地へ送付のうえ、詳細な使用
方法をオンライン指導で補完しました。

2025年初頭の野生繁殖状況は、ブータン4ペア、イ

ンド1ペアのみで、特殊育雛器を用いた育雛の運用体
制を整えましたが、目標としていた巣で親鳥やヒナが
天敵に捕食されたり、抱卵が一時的に途絶したため、
残存卵を採取したものの、孵化には至りませんでした。

これらの事故から、ブータン王立自然保護協会と共
に、ブータン国内に残る3ペアに対するリスク管理を
解析しました。繁殖に適した飼育手法と給餌管理の抜
本的見直しを
実施し、次繁
殖期に向けた
繁殖計画と、
優先的に取り
組むべき課題
リストを策定
するに至りま
した。

急激に低地熱帯林が減少したボルネオ島では、木材
を生産する熱帯林の生物多様性保護効果に期待が寄せ
られています。ボルネオでは、厳正な保護区が山岳地
帯に偏っているため、低地帯の生物多様性を保護する
ためには生産林や植林地の中に設定された保護林を効
果的に維持していく必要があります。本研究では、植
林地に設定された野生生物回廊に着目し、その哺乳動
物の保護効果を検証しました。

調査地は北ボルネオ（マレーシア・サバ州）の内
陸にあるJawala社の植林地です。植林地の総面積は
11,000haで、このうち3,000haでは過去に伐採の影響
を受けた二次林が保護林に指定され、維持されていま
す。植林地の中央には二次林が野生生物回廊として帯
状に残されており、断片化した自然林を連結する効果
が期待されています。しかし、哺乳動物がこの野生生
物回廊をどのように利用しているのか、実態は分かっ
ていません。そこで、2024年12月から合計21台のセ

ンサーカメラを6.7kmの長さの回廊に沿って設置し、
哺乳動物相の調査を行いました。

2461カメラ台・日時点で、合計15種の中・大型哺
乳動物種が記録されました。この中には近絶滅種1種、
危急種8種が含まれています。しかし、原生林の哺乳
動物群集と比較すると、狩猟の対象になる動物（ヒゲ
イノシシなど）が欠けている、などの明らかな人為影
響が認められました。さらに、回廊の幅が狭い中央部
分では動物種の多様度が減少する傾向が認められまし
た。 今 後 は、
これらの知見
を回廊の管理
に活用してい
く予定です。
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ボルネオ島Jawala社の植林地を横切る野生
生物回廊

島野智之（シロハラサギ保全チーム）

2024年度（第35期）　　海外助成

シロハラサギの生息域外保全： 特殊育雛器を用いたブータンの現地専門家の支援と 
人工育雛技術の向上

シロハラサギ保全センターに到着した特殊
育雛器

北山兼弘（北ボルネオ熱帯林生態系サービス研究会）

2024年度（第35期）　　海外助成

北ボルネオにおける断片化した熱帯林を結ぶ野生生物回廊の哺乳動物調査



シチメンソウは、ヒユ科の耐塩性一年草で、国内で
は瀬戸内海、有明海、北九州市～大分県北部に限定的
に分布し、環境省絶滅危惧種Ⅱ類（VU）及び佐賀県
準絶滅危惧種に指定されている。佐賀県南部に位置す
る東よか干潟には、国内最大規模のシチメンソウ群落
があり、同群落は地域の重要な観光資源でもある。し
かし、近年は他の塩生植物の侵入や2018年秋季の大
規模な立ち枯れなど、シチメンソウを取り巻く環境悪
化が深刻化している。本研究は、中長期的な干潟の環
境変化に伴うシチメンソウ群落の保全を目的に、東よ
か干潟における同群落のハビタット環境を解析した。

本研究は、東よか干潟におけるシチメンソウ保護
区（以下、シチメンソウヤード）とその周辺を対象に、
シチメンソウ群落のハビタット環境を調査した。年間
を通じて得られた底質データを基に、2要因分散分析
や時空間クラスタリングなどの多変量解析を行った結

イワテヤマナシは、環境省レッドリスト2020におい
て絶滅危惧種ⅠB類に指定されている野生ナシである。
現在、東北地方で約2000個体の自生が確認されてい
るが、ニホンナシとの交雑の進行により、遺伝的に純
粋なイワテヤマナシは、本研究の調査地である岩手県
盛岡市薮川のみに自生すると推定される。しかし、そ
の生育環境は厳しくほとんど繁殖が見られず、他の集
団と比べ遺伝的多様性も低く、保全が急務である。詳
細な生態・遺伝学的特性を解明し、効果的な保全策を
立案することを本研究の目的とした。

遺伝学的特性の解明のため、調査地の個体から葉を
採取し、SSRマーカーを用いて遺伝子型を判定した。
現在は遺伝構造や種子散布様式の解析を進めている。
また、サンプル採取の過程で、これまで記録されてい
なかった95個体を新たに確認したことから、既に探
索済みの場所であっても、新たな個体が発見される可
能性があることが示された。今後は、より正確な集団
サイズの把握も重要な課題となる。

さらに、調査地および圃場での実生の成長比較を行

果、シチメンソウヤードにおける底質環境の時空間変
動が把握され、現状の底質環境は概ねシチメンソウの
生育に適した環境であることが示唆された。また、シ
チメンソウヤードにおける潮位変動の計測から、シチ
メンソウの冠水頻度は明らかにされ、既往研究で報告
される良好な冠水頻度の範囲に収まっていた。以上の
ことから、現状のシチメンソウヤードとその周辺環境
は、シチメンソウの生育に適した環境条件を維持して
いると考えられた。しかし、群落周辺では潟土の堆積
に伴い年間数cmの干潟の地盤高上昇が確認されてお
り、中長期的には現状のハビタット環境を維持するこ
とは困難になる可能性が高い。したがって今後、東よ
か干潟のシチメンソウ群落を保全するために、ヤード
のみならずヤード周辺の自生地の確保・保全を含めた
長期的保全策の検討が必要である。

った。2025年5月初旬に調査地に植栽した実生の環境
条件による成長・生存の差を9月に確認する。圃場で
は1・2年生の実生を、光条件・水分条件を操作した
処理区で栽培した結果、土壌水分が本種の生育に寄与
することが示唆された。今後は解析結果により得られ
た知見を踏まえ、総合的な保全策の立案を目指す。
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薮川調査地におけるイワテヤマナシ実生の植栽実験

郡山益実（東よか干潟を守る会）

2024年度（第35期）　　特定テーマ助成

東よか干潟におけるシチメンソウ群落のハビタット環境の現況解析

石井弘明（イワテヤマナシ保全研究グループ）

2024年度（第35期）　　特定テーマ助成

絶滅危惧種イワテヤマナシの遺伝的に純粋な集団の保全に関する研究



世界遺産白神山地のブナ林を、研究者、学生、地域
の一般人のボランティアと行政が協力して、長期間の
モニタリングを行っているもので、1999年に始まり、
すでに延べ3,000人に迫る参加者による20年以上の継
続実績がある。

2023-2024年度の助成を受けたが、2023年の豪雨で
モニタリング調査地へのアクセスが不可能となり、1
年間延長して2025年度までの活動としていただいた。
2024年度は工事関係者のご配慮により、一部の活動
は継続できた。今年度も、まだアクセス道路の復旧は
完全ではなかったが、6月下旬、8月上旬、8月下旬の
3回のモニタリングを行うことができた。しかし、8月
中旬の豪雨で、さらに新たな林道の崩壊箇所も生じ、
アクセスにさらに時間を要する事態となったため（徒
歩での往復がさらに約2時間長くなった）、8月下旬（山
中2泊）のモニタリングでは調査内容を一部あきらめ
ざるを得なかった。それでも、新型コロナや林道崩壊

のため、5年間行うことができなかった毎木調査も3
か所中2か所で行うことができ、昨年のブナ種子豊作
で発芽した実生の生残も確認できた。一方、日帰りで
の活動は時間的に難しくなったため、9月以降の活動
はペンディングとなり、再度関係者間での今後のモニ
タリング計画に関する検討の必要が生じた。

本事業では、ウガンダ・カリンズ森林保護区において、
地域社会との協働にもとづいて霊長類と森林の保全を
推進することを目的とした。

本事業の柱のひとつは、ウガンダ森林局によるチン
パンジー観察を主体としたエコツーリズム事業の支援
である。森林局は、ツーリズムの発展のためロッジや
樹冠散策路の建設を計画していた。そこで私たちは、
カリンズ森林全体をカバーするように設置されている
12本のライントランゼクトを月2回3年間にわたって
歩き、遭遇する霊長類や人間活動を記録して分析し、
霊長類の生態に与える影響を最小限に抑える建設場所
や観察路の提案を行った。この調査は地元の青年によ
って行われ、彼らが森に対する理解を深め、それを村
人に伝えるという効果も得られた。

もうひとつの柱は、森林からの薪の採集を削減し、

女性と子どもの労働負担を軽減することを目的とし
た、レンガと粘土を用いた改良型かまどの設置である。
設置前後の比較の結果、改良型かまどにより薪の使用
量も採集回数も大幅に減少することが確認された。ま
た、この事業を村の女性グループに委嘱し、材料費も
労賃も当法人が負担する支援形態から労働については
自助とする形態へと転換するとともに、当初の導入村
に隣接する村の女性を招いて技術を伝え、カリンズ森
林周辺の7つの村
全体に広げていく
手法をとり、改良
型かまどが地域文
化として定着する
ことを目指した。
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2025年8月のモニタリング参加者。ここまで、崩れた林道を
1.5時間歩いている。さらにここから調査地まで1 ～ 1.5時間
を要する。

村人自身がさらに改良して2口にし
た改良型かまど

協力型助成

中静　透（世界遺産白神山地ブナ林モニタリング調査会）

2023年度（第8期）　　国際的プログラム

白神山地ブナ林の100年モニタリング

橋本千絵（NPO法人カリンズ森林プロジェクト）

2023年度（第8期）　　国際NGO助成

ウガンダ・カリンズ森林保護区における霊長類と森林の保護、 
および地域社会との共働の推進



ヤクシマウスユキソウは屋久島の頂上部に自生する
固有種として知られている。最近の調査によって島に
生息しているヤクシカによる採食の影響や、栽培家ら
による盗掘と考えられる理由から、自生地に残るのは
たったの5株であることが明らかになった。しかも自
生地では屋久島の頂上部のただ1箇所に集中して生育
しているのみの危機的状況である。これらの理由から、
絶滅の恐れが最も高い絶滅危惧1A類に指定され、そ
の保全には早急な対応が求められている。一方、本来
の生育域外である北海道（国営滝野すずらん丘陵公園）
には、ヤクシマウスユキソウと思われる系統が栽培・
維持されていた。しかも、年数を重ねる度に個体数は
少しずつ増加傾向にあることが観察されていた。した
がって、生育域外での保全によりヤクシマウスユキソ
ウの系統を維持できる可能性は高い。

本研究では、情報基盤を強化し適切な保全計画の策
定に貢献するために、遺伝情報を収集して誰もが利用
可能な状態にすることをも目的とした。さらに、栽培
個体の由来を推定し、自生地の遺伝的構造および正確
な個体数を評価した。

その結果、生育域外の個体は屋久島由来であること
が分かった。 また、自生地のヤクシマウスユキソウは、
1株の親個体に由来するクローンによって集団を維持
している超希少種であることも明らかになった。それ
とは対照的に、 ヤクシマウスユキソウは生育域外にお
いても、少なくとも25年間は地下茎によって栄養繁
殖が継続していたため、生育域外保全が有効であるこ
とが示唆された。本プロジェクトで新規に取得した、
塩基配列データは、DNA Data Bank of Japan（DDBJ）
に登録および公開し、誰もが利用できる状態となった。

近年の開発は、様々な理由から湿原を含む自然を蝕
んできた。自然環境や鳥類などの野生生物に与える悪
影響が指摘されている。2000年にまとめられた国土
地理院のデータでは、明治・大正時代に存在した湿地
の61.1％の面積が失われている。その脅威は、霧多布
湿原とその周辺にも及び、自然への配慮に欠ける小型
風車やメガソーラーなど開発業者の動きは特にこの10
年懸念される。2000年からナショナルトラスト運動で
多くの方々と協力、健全な生態系を残し、「この湿原
を未来の子どもたちへ」引き継ぐため民有地を購入し
保全してきた私たちは、霧多布湿原のみならず近隣市
町村の貴重な自然に対して起きている状況を目の当た
りにし、この活動を継続することの必要性を深く再認
識している。この度の助成により、保全することがで
きた2 ヶ所の地域においても太陽光パネルを設置する
事案が多く発生している。また、1 ヶ所は国定公園内

であるとともに環境教育のフィールドであり、もう1
ヶ所は霧多布湿原の後背地で水源林となる森林地帯で
もあることから、これらを取得・保全することで、自
然破壊に繋がる開発を未然に防ぎ、この原風景を残す
ことが出来た。希少種のタンチョウやアジアでも珍し
いアカアシシギが繁殖している霧多布湿原。これから
も、まだ見
ぬ自然に対
する危機を
未 然 に 防
ぐ、ナショ
ナルトラス
トを続けて
行く。
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霧多布湿原の水源林・植樹予定地

緊急助成

片岡利文（東京都立大学牧野標本館植物系統分類学研究室）

2024年度　　緊急助成

超希少種ヤクシマウスユキソウの遺伝的基礎情報の収集と生育域外個体の由来

ナショナル・トラスト活動助成

小川浩子（認定NPO法人霧多布湿原ナショナルトラスト）

2024年度　　ナショナル・トラスト活動助成

健全な生態系を生きている全てのために～この湿原を未来の子どもたちへ～



自然保護活動を継続するために資金の確保は欠かせません。自然保護活動に取り組む市民団体（以降、自然保
護団体）が資金を調達する方法には、受託事業の請負、自主事業の実施、行政や民間の補助金・助成金の獲得、
個人や企業からの寄付の受領等があります。昨年、私は年間収入が小～中規模（$5,000 ～ 750,000）のカリフォ
ルニア州の3つの自然保護団体を訪ねました。いずれも資金収入において寄付金が占める割合が最も高く、寄付
行為が米国の自然保護活動を支えている現状を目の当たりにしました。日本では寄付行為が根付いていないとい
われていますが、最近、自然保護団体がクラウドファンディングを利用して個人からの寄付（支援金）を集めた
という話を聞くようになりました。クラウドファンディング（crowdfunding）とは、群衆（crowd）と資金調達

（funding）を組み合わせた造語で、『インターネットを通して自分（発信者）の活動や夢（プロジェクト）を発信
することで、想いに共感した人や活動を応援したいと思ってくれる人（支援者）から資金（支援金）を募る仕組

（READYFOR株式会社Webより引用）』です。2000年代に米国で普及し、日本ではREADYFOR株式会社（以降、
READYFOR）により2011年に初めて導入されました。現在では、日本でクラウドファンディングサービスを提供
する事業者（以降、サービス提供者）は多数あり、市場規模は2020年時点で501億円（一般社団法人日本クラウド
ファンディング協会 2021）にまで成長しました。

本特集では、自然保護団体の新たな資金調達方法としてクラウドファンディングを取り上げ、特徴、利用方法、
支援金を募集する際のコツ等をまとめました。自然保護団体の資金調達において、本特集が少しでも有益な情報
提供になれば幸いです。執筆にあたり、サービス提供者であるREADYFORの佐藤友紀様（ブランドPR部）・渡邊
紗羅様（FRコンサルティング部）、READYFORのサービス利用者であるNPO法人北九州・魚部（ぎょぶ）代表の
井上大輔様に取材にご協力いただきました。この場をお借りしてお礼を申し上げます。

クラウドファンディングの仕組と募集方法
クラウドファンディングは、サービス提供者が運営

するプラットフォーム上でおこなわれます（図1）。活
動をおこないたい発信者はプロジェクトページを作成
し、支援金で行いたいこと、これまでの活動内容、募
集経緯、目標金額、募集期間、活動達成時の支援者へ

のリターン（返礼品、活動報告、感謝の手紙等）等を
掲載して支援金の募集を行います。プロジェクトに共
感した支援者は発信者に支援金を提供し、発信者はプ
ロジェクト達成後に支援者にリターンを贈ります。

支援金の募集方法は、支援者が寄付に関する税制優
遇を受けられるかどうかで通常型と寄付金控除型に、
目標金額の達成がプロジェクト成立条件になっている
かどうかでAll or Nothing型とAll-in型に分類され1）、
これらを組み合わせて募集を行います。それぞれの特
徴をまとめたものが表1です。

支援者が税制優遇を受けられる寄付金控除型は、発
信者が認定NPO法人や公益法人等の税制優遇の条件
を満たす組織形態であること、対価性のあるリターン

（物品など）を設定できない等の制約があります。All 
or Nothing型は、募集期間終了時に目標金額以上の
支援金が集まっていることをプロジェクト成立条件と
し、発信者はプロジェクト成立時にのみ支援金を受け
取ることができます。一方でAll-in型は、募集期間終
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支援者 

・活動アイディア 
・目標金額 
・達成時のリターン 

支援金 

クラウドファンディング 
プラットフォーム 

活動達成 

発信者 

・返礼品 
・活動報告  
・感謝の手紙 

支援金募集 支援 
プロジェクト 

図1　クラウドファンディングの仕組

～資金調達の新たな動向～
クラウドファンディング

プログラム・オフィサーレポート

クラウドファンディングとは？



了時に目標金額以上の支援金が集まったかどうかに関
わらずプロジェクトが成立し 2）、発信者は集まった分
の支援金を受け取ることができます。All or Nothing
型は支援者が「プロジェクトが達成できるように応援
したい」という気持ちになり、支援につながりやす
い傾向にあります。All-in型は、目標金額より少ない
支援金であってもプロジェクトが成立するため、自己
資金を持ち出してプロジェクトを実行するなど、発信
者の負担が大きくなるケースがあります。このため、
READYFORはAll-in型プロジェクトの場合、掲載前
に発信者のプロジェクトの実現性等を審査しています。
これらの事情から、READYFORのプラットフォーム 
では、All or Nothing型の方が多く選択されています。

クラウドファンディングを利用するメリット
一般的に、クラウドファンディングの利用にはサー

ビス提供者への手数料3）の支払いが発生します。しか
し、利用には以下のメリットがあります。
・寄付の心理的ハードルの緩和

第三者のプラットフォーム上でプロジェクトを公
開し支援金を募集することで、プロジェクトへの信
頼性・安全性、支援金の使途の透明性が担保され、
支援者の寄付への心理的ハードルが下がる。

・募集にかかるコストの削減
自団体のウェブサイト内で寄付を募る場合のコン

テンツの制作・維持管理、決済システムの導入、セ
キュリティ対策、個人情報管理などの費用・労力面
のコストを削減できる。

・新たな支援者の獲得
社会貢献に関心を持つ多くのユーザー（潜在的な

支援者）がプラットフォームを訪れるため、発信者
にとって、活動内容やプロジェクトを知ってもらう

機会となる。
READYFOR担当者は、クラウドファンディングの

魅力について「良い活動をおこなっていても、社会に
知ってもらう機会が少ない場合がある。クラウドファ
ンディングは、募集から活動報告までの一連の流れを
通じ支援者と直接関わり、活動内容を知ってもらう場
の形成につながる。」と話してくださいました。プロ
ジェクト達成後もプロジェクトページで継続的に活動
報告を行い、支援者との接点を維持する発信者も多い
とのことです。これらの関係性の構築が次の支援金募
集を円滑にすることもあります。

支援金を集めるコツ
支援金を集めるコツをREADYFOR担当者に伺った

ところ、以下について教えていただきました。
・募集方法

All or Nothing型の方が支援金が集まりやすい傾
向にある（前述）。

・募集期間
45 ～ 60日（目安）が好ましい傾向にある。短す

ぎると支援金を集める期間が短くなってしまう。長
すぎると途中で支援者に飽きられてしまい、後半に
支援金が集まりにくくなる傾向がある。

・目標金額
PR活動の計画内容（後述）を踏まえ、達成が見

込める現実的な金額を設定すると良い。
・プロジェクトページ

支援者に活動内容が明確・簡潔に伝わる内容にす
る。「（他の団体ではなく）自分たちがプロジェクト
をやることの意義」「支援によりどのように未来が
変わるのか」を意識して記載すると良い。

・PR活動
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寄付金控除型通常型

ありなし支援者への
寄附控除

税制優遇の条件を
満たす組織形態に限る制限なし発信者

対価性のあるもの
は不可制限なし

プロジェク
ト達成時の
リターン

寄付金控除の有無

All-in 型All or Nothing 型

募集期間終了時
（集まった支援金が目標

金額未達でも可）

募集期間終了時に
目標金額以上の支援金が

集まった時

プロジェクト
成立（支援金
受取）条件

集まった支援金を発信者
が必ず受け取れる

安心して支援ができる＝
支援金が集まりやすいメリット

支援金不足分を自己資金
から持ち出す必要がある

支援金が集まらなければ
発信者は支援金を
受け取れない

デメリット

プロジェクトの成立条件

表1　支援金募集方法の分類と特徴



プラットフォームを回遊しているユーザーだけで
なくプラットフォーム外でもPR活動を行う必要が
ある。PR活動には主に以下の2種類があり、各特
徴を踏まえて計画的に組み合わせて実施するのが望
ましい。
１．支援を集めるためのPR活動

対象は会員や地域住民等、既に活動に理解のある
人。支援につながる見込みが高い。PR活動の頻度
に加え、対象者及び連絡手段や内容（訪問や郵送、
メール等）の選定が重要。

次に、READYFORプラットフォームの利用者であ
るNPO法人北九州・魚部（ぎょぶ）代表の井上大輔
様にお話を伺いました。

Q 団体の概要を教えてください。
高校の文化祭を盛り上げるために1998年に部活動

として発足しました。近くの紫川の生き物調査の結果
を「紫川の魚展」として文化祭で生態展示し盛り上が
りました。その後、誰でも参加できる任意団体になり、
2018年のNPO法人化を経て、現在は日本全国に会員

（部員）がいます。身近な生き物を「知り」「学び」「考
える」を軸に、生き物調査、講演会、観察会、展示会
をおこなったり、カフェや宿泊施設の運営を通じた情
報発信・交流の場づくりをおこなっています（図2）。

Q クラウドファンディングを始めたきっかけは何ですか。
活動資金は常に不足しています。助成金を活用した

こともありますが、不採択になったり、出版物の制作
のみでは申請できなかったり、使途に制限があること

２．情報拡散のためのPR活動
対象は不特定多数の人。SNSによるPR活動が代

表例。多くの人が対象になるが、支援につながる見
込みは低い。PR活動の頻度を上げることが重要。
これらに補足して、「こうすれば必ず成功するとい

う法則は残念ながら無い。自分たちの活動を丁寧、地
道に発信することが大切。最終的には発信者の熱意が
支援者の心を動かす。」と教えてくださいました。

も多いです。そこで、自由度の高いクラウドファンデ
ィングを利用してみることにしました。

Q �これまでにおこなったクラウドファンディングの 
概要を教えてください。
これまでに、書籍制作や地域プロジェクト等で3回

利用しました。それぞれの概要は表2の通りです。
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図2　別府亀川プロジェクトでのオンセンゴマツボ観察会の様子

READYFOR株式会社　会社概要
2011年に日本初・国内最大級のクラウドファンディングサービス「READYFOR」

を立ち上げ、2014年に株式会社化。資本金1億円。ファンドレイジング事業、プログ
ラム事業、フィランソロピー事業を行う。クラウドファンディングサービスでは、社会性、
公共性の高いプロジェクトを多く扱い、サービスプランによっては支援金募集の伴走
支援も行う。これまでに環境保護関連のプロジェクト約2100件、35億円が成立。研究
プロジェクトは約420件、28億円が成立（いずれも累計）。

https://readyfor.jp/

実際に利用してみてどうだった？



Q �どれも目標額を達成していますが、目標額を達成
するために意識したことがあれば教えてください。
プロジェクトページは、プロジェクトへの熱意を支

援者に伝えることを一番意識し、資金が不足している
切実な状況や支援金を使ってどのように社会に貢献で
きるのか（効果）等を含めて作成しました。また、頻
繁に情報の更新を行い、常に最新のプロジェクト情報
を支援者に見てもらえるように心がけています。リタ
ーン品の設定は、感謝の手紙ももちろん良いのですが、
できれば活動に関係したものを差し上げたいと思い、
支援金による制作物（書籍、トートバッグ等）を設定
しました。

募集期間中には支援者からの応援コメントが届きま
す。これらも1つずつ内容を読み、少しでも早く心を
込めたお礼の言葉を伝えるようにしました。クラウド
ファンディングは、メッセージのやり取りやリターン
品の発送等、支援者との個別のコミュニケーションが
発生します。いつでも丁寧に、感謝の気持ちを込めて
対応をおこなうことを心掛けました。

Q PR活動はどのようにおこないましたか。
日頃からFacebook等のSNSで活動内容をほぼ毎日

発信し、約2,000人のフォロワーがいます。支援金を
募集していることを、これらのフォロワーや魚部の会
員に対してSNSやメール等で発信しました。また、効
果が大きかったと思うのはTwitterで4 ～ 5万人のフ
ォロワーがいる生物学者の方々に情報拡散にご協力い

ただけたことです。これらの方々とは、過去に会報誌
に執筆いただいたり、これまでの活動を通して既に親
交がありました。

Q �クラウドファンディングのメリットとデメリットに
ついて教えてください。
利用には手数料がかかります。しかし、プラットフ

ォームを利用することでWeb関連の技術が無い私達
でも簡単な操作でプロジェクトページが作成できるよ
うになっています。同様のクオリティのページを自団
体のウェブサイト内で作成するのは、技術面で難しか
ったと思います。

また、プラットフォーム上で活動の紹介や報告をお
こなうことは、日頃の活動を色々な人に広く知っても
らうきっかけになります。これはクラウドファンディ
ングを利用する際のとても良い効果だと思います。
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名称 概要 目標
金額

支援
総額

支援
者数 リターン

東洋のガラパゴス！！ 特別版 "西
表島ぎょぶる"をあなたの元へ！ 4） 西表島の自然に関する書籍の制作 50

万
122
万

160
人

制作した書籍、会報誌、特性ポス
ター、缶バッジ等

日本の全46種を知る『特盛山椒
魚本』をつくりたい！ 5）

日本のサンショウウオ類・イモリ
類をまとめた図鑑の制作

170
万

224
万

335
人

制作した図鑑、図鑑への名前掲載
等

亀川温泉発！生き物好きによる
「泉都」別府の新たな魅力の発掘
＆提供！ 6）

別府市・亀川温泉にいる貴重な生
き物を知ってもらうためのご当地
エコトートバッグの制作と啓発・
研究拠点づくり

150
万

168
万

166
人

制作したエコトートバッグ、拠点
体験、観察ツアー、宿泊券等

表2　これまでに実施したクラウドファンディングの概要

NPO法人
北九州・魚部
Webサイト

https://gyobu.or.jp/

亀川温泉
オンセンゴマツボ荘

Webサイト

https://kamegawa.
gyobu.or.jp/gomatsubo/



各資金には特徴があります。助成金や補助金はまと
まった資金収入となります。一方で、応募条件や助成
金の使途に制約があったり、競争的資金であり必ず受
け取れるわけではない等のデメリットがあります。寄
付金は使途の制限がなく自由に募集することができま
す。一方で、「寄付を待つ」という受け身の姿勢にな
らざるを得ず、いつ収入が見込めるか分からない見通
しの不透明さがあります。

今回の取材を通し、寄付金の一種であるクラウドフ
ァンディングは、効果的・能動的に寄付金を募集する
場を提供し、従来の寄付金の懸念点を払拭しているこ
とが分かりました。一方で、プラットフォーム上で個々
の支援者と直接関わりを持つため、他の資金以上にき
め細かなフォローや責任感、時間と労力を要すること
があります。各資金の特徴を踏まえ、実現したいこと
や組織の体制に適した資金を組み合わせて選択するこ
とで、資金を最大限に活用した活動につなげていくこ
とができるかもしれません。

� （プログラム・オフィサー　西川可奈子）

補注
1）READYFORの名称を使用。サービス提供者によ

り名称が異なる場合があるが、基本的な仕組や特
徴に大きな差はない。

2）支援金が1件も集まらなかった場合は、プロジェ
クト不成立となる。

3）READYFOR の手数料は 14 ％～（2025.4 時点）。
プランにより異なる。

4） プ ロ ジ ェ ク ト ペ ー ジ：https://readyfor.jp/
projects/14381

5） プ ロ ジ ェ ク ト ペ ー ジ：https://readyfor.jp/
projects/25156

6） プ ロ ジ ェ ク ト ペ ー ジ：https://readyfor.jp/
projects/118185

引用文献
一般社団法人日本クラウドファンディング協会（2021）

クラウドファンディング市場調査報告書 . http://
safe-crowdfunding.jp/wp-content/uploads/2021/07/
CrowdFunding-market-repor t-20210709.pdf, 
2025.6.17閲覧

READYFOR株式会社Web. https://readyfor.jp/
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最後に



自然保護のためのフィールドワークに基づいた基礎的な研究や、地域に根ざした自然保護活動、当財団が年
度ごとに定める特定のテーマに取り組む団体に助成を行うプログラムです。助成カテゴリーは以下の通りです。

募集期間：6月～ 7月　助成開始：10月　助成予定金額：総額4,000万円程度

公益財団法人自然保護助成基金（Pro Natura Foundation Japan）は、1993年4月に財団法人として設立され、
2011年12月に公益財団法人になりました。プロ・ナトゥーラ“pro natura”とは、英語の “for nature” （自然のために）
に相当するラテン語です。「自然のために」という理念のもと、国内外の自然環境を保全するための研究や市民活
動に対する助成事業を行っています。

1993年より助成事業を開始し、これまでに総額12億7,515万円（プロ・ナトゥーラ・ファンド助成8億2,217万円、
その他助成4億5,298万円）の助成を行いました。

助成総額　12億7,515万円（2024年3月時点）
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A. �国内研究
助成

国内活動助成
C.海外助成 D.�特定テーマ

助成 E. 国内長期研究・活動
B1. 一般枠 B2. 地域型市民活動枠

対象分野

日本国内に
おける自然
保護の基礎
と な る 調
査・研究

日本国内におけ
る自然保護のた
めの保全・普及・
啓発活動

日本国内の地域に根差
した団体による自然保
護のための保全・普及・
啓発活動

開発途上地域にお
ける自然保護のた
めの調査・研究、
および教育・普及・
啓発活動

年度ごとに当
財団が定める
テーマに関す
る研究・活動

A・B1・D・E で採択さ
れたことのあるプロジェ
クトのうち、長期的な視
点で継続することが必要
だと思われる研究・活動

助成期間 1 ～ 2年 1年 1年 1年 1 ～ 2年 1 ～ 3年
助成金額
（上限） 100万円 100万円 50万円 100万円 100万円/年 100万円

当財団は4つのプログラムの助成を行っています。

①プロ・ナトゥーラ・ファンド助成

国内研究 
助成

国内活動 
助成 海外助成

特定
テーマ 
助成

③ナショナル・トラスト活動助成

活動助成

②協力型助成

学協会助成
国際的

プログラム
助成

国際
NGO助成

④緊急助成

国内外の自然保護のための 
緊急且つ重要と判断できる案件への助成

①プロ・ナトゥーラ・ファンド助成

公益財団法人 自然保護助成基金について

■助成実績

■助成プログラム



④緊急助成

当財団が助成金を提供することにとどまらず、独自の視点やネットワークを生かしながら継続的な連携も視
野に入れ採択団体とともにプロジェクトの目標達成を目指す助成プログラムです。採択団体とのコミュニケー
ションを大切にし、プロジェクトがより良いものになるよう交流会や報告会で意見交換を行う機会を設けてい
ます。地域社会との関係性を重視するのも本助成の特徴です。自然保護だけでなく、地域の様々なステークホ
ルダーが主体となり持続可能な地域の発展を目指すプロジェクトを支援します。助成カテゴリーは以下の通り
です。

募集期間：10月～ 1月　助成開始：4月　助成予定金額：総額300万円程度

プロ・ナトゥーラ・ファンド助成の応募期間外に何らかの事情（開発等の外部的要因等）で直ちに開始しな
くてはならない、とりわけ重要性・緊急性の高いプロジェクトに対し助成を行うプログラムです。助成期間は
１年です。

募集期間：随時　助成開始：6月、10月、4月　助成予定金額：総額200万円程度
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※�世界自然遺産、ユネスコエコパーク（生物圏保存地域）、世界／日本ジオパーク、ラムサール条約登録湿地、世
界／日本農業遺産など

学協会助成 国際的プログラム※助成 国際NGO助成

対象分野

日本国内の学協会における、自
然保護問題を取り扱う委員会あ
るいはワーキンググループが行
う自然保護活動

国内の国際的プログラム※の対
象地において、プログラムの趣
旨に賛同して行われている自然
環境保全を目指した活動／国際
的プログラム※への登録、認定、
認証を目指している団体の活動

活動実績のある日本に拠点のあ
るNGO団体が、世界各地の自
然保護問題の解決のため、海外
の地域で地域住民や行政組織、
民間企業、科学者等と接点を持
ち行う活動

助成期間 新規プロジェクト：1年　継続プロジェクト：1 ～ 2年
（同一のプロジェクトへの助成は通算5年まで）

助成金額
（上限） 100万円/年

ナショナル・トラスト活動を推進している公益社団法人日本ナショナル・トラスト協会と当財団とが協力し、
地域の重要な土地を確保していく助成プログラムです。当財団が助成資金を提供します。助成カテゴリーは以
下の通りです。

募集期間：随時　助成開始：6月、10月、3月　助成予定金額：総額500万円程度

活動助成

対象分野 トラスト団体の立ち上げ、トラスト地の取得、トラスト活動の実践
助成期間 1年（継続申請可）
助成金額
（上限） 5年間で総額800万円まで

③ナショナル・トラスト活動助成

②協力型助成　※現在、新規募集を休止しています。
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■表紙写真
宮城県金華山島のニホンジカ。早春に角が落ち、新しい袋
角が伸びている。夏毛なのでオレンジ色に白い点があるが、
冬毛になると灰褐色で白点はなくなる。（撮影：高槻成紀）

助成成果発表会のお知らせ

　2025年度助成成果発表会を開催いたします。聴講を希望される方は�  
11月11日（火）までに、事務局（office@pronaturajapan.com）
までご連絡ください。
日　　時：�2025年11月15日（土）�  

9：30 ～ 16：35（懇親会 17：00 ～ 19：00）
場　　所：�東京国際フォーラム（東京都千代田区丸の内3丁目5番1号） 

口　頭：ホール棟D1（1階）、�  
ポスター：ガラス棟G505（5階）�  
懇親会：ガラス棟G502（5階）

アクセス：�JR有楽町駅国際フォーラム口徒歩1分、JR東京駅徒歩5分�  
（京葉線東京駅と地下1階コンコースにて連絡）、地下鉄銀座駅�  
・日比谷駅・二重橋前駅徒歩5分

https://
www.t-i-forum.co.jp/
access/access/

理事長 大澤 雅彦 評議員 鈴木 邦雄

副理事長 高槻 成紀 評議員 沖野外輝夫

専務理事 大林 克己 評議員 高橋 進

理事 小泉 武栄 評議員 伊澤 雅子

理事 丸田 恵美子 評議員 寺島 一郎

理事 星野 義延 評議員 高田 将志

理事 江口 卓 評議員 福田 健二

理事 山川 公一 監事 多田 友和

理事 北澤 哲弥 監事 齋藤 貞義

評議員 土田 勝義 顧問 有賀 祐勝

評議員 古林 賢恒 顧問 川那部 浩哉

評議員 吉田 正人 顧問 他1名

役 員 一 覧

2025年
	 4月：緊急助成の採択案件決定、助成開始�  

第8期協力型助成（2年目）採択案件
決定、助成開始�  
第21期ナショナル・トラスト活動助成
の募集開始

	 6月：第36期プロ・ナトゥーラ・ファンド助
成の募集開始

	 7月：第36期プロ・ナトゥーラ・ファンド助
成の募集締め切り

	 9月：第36期プロ・ナトゥーラ・ファンド助
成の採択案件決定

	10月：第36期プロ・ナトゥーラ・ファンド助
成の助成開始

	11月：（予定）助成成果発表会開催（15日）

財団の動静
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岡本夫妻（創立者）の似顔絵　（イラスト：岡本和子）


